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『蓮の花』
笑顔のワケは

は す



東
海
地
震
第
３
次
被
害
想
定　
　

   

　

県
で
は
、
市
町
別
の
東
海
地
震
被
害

想
定
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

住
む
地
域
に
は
、
ど
の
よ
う
な
被
害
が

想
定
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
、
防
災
・

減
災
対
策
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

伊
豆
市
の
被
害
想
定　
　
　
　
　
　
　

 

　

地
震
予
知
な
し
で
、
冬
の
早
朝
５
時

に
発
生
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
想
定

に
な
り
ま
す
。

〇
人
的
被
害

　

死
者
45
人
、
重
傷
者
１
５
８
人
、

　

中
等
傷
者
６
１
７
人

（
内
訳
）

・
建
物
倒
壊
に
よ
る
死
者
26
人
、

　

重
傷
者
32
人
、
中
等
傷
者
２
９
４
人

・
津
波
に
よ
る
死
者
３
人
、

　

重
傷
者
２
人
、
中
等
傷
者
５
人

・
土
砂
災
害
に
よ
る
死
者
12
人
、

　

重
傷
者
19
人
、
中
等
傷
者
43
人

・
そ
の
ほ
か
の
原
因
に
よ
る

　

死
者
４
人
、
重
傷
者
１
０
５
人
、

　

中
等
傷
者
２
７
５
人
（
ブ
ロ
ッ
ク
塀

　

な
ど
の
倒
壊
、
屋
外
落
下
物
、
屋
内

　

器
物
の
移
動
転
倒
な
ど
）

〇
建
物
被
害

　

大
破
８
８
７
棟
、

　

中
破
２
６
２
５
棟
、

　

一
部
損
壊
３
３
２
９
棟
、

　

床
下
浸
水
１
８
７
棟

　

現
在
、
県
で
は
、
第
４
次
被
害
想
定

の
策
定
と
、
来
年
６
月
ご
ろ
の
公
表
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
４
次
被
害
想
定
で
は
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
を
受
け
、
津
波
に
よ
る
被
災

状
況
の
見
直
し
な
ど
、
被
害
想
定
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

死
者
１
５
８
６
７
人
、
行
方
不
明
者
２
９
０
６
人
、
負
傷
者

６
１
０
９
人
、
建
物
の
全
半
壊
39
万
４
３
８
６
棟
、
津
波
な
ど
に
よ
り

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
（
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
７
月
18
日
付
広
報
資
料
』
よ
り
）。

　

死
者
45
人
、
負
傷
者
７
７
５
人
、
建
物
の
全
半
壊
６
８
４
１
棟
。
こ

れ
は
、
東
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
伊
豆
市
の
被
害
想
定
で
す
。

　

迫
り
く
る
東
海
地
震
に
対
し
て
、
自
ら
は
、
地
域
は
、
市
役
所
は
、

何
が
で
き
る
の
か
。
被
災
地
か
ら
の
教
訓
を
学
び
、
今
一
度
自
分
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

『防災』を『忘
ぼうさい

災』にしないために…

迫りくる
　東海地震に備える　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ／地域づくり課☎（72）９８６７

「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」「
自
分
が
今
で
き
る
こ
と
を
す
ぐ
実
践
」

　
　
　
　
　
　

被
災
地
の
教
訓
を
学
ぶ

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

３
月
４
日
（
日
）
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

で
、
『
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
日
本
震
災
で

被
災
し
た
岩
手
県
釜
石
市
の
児
童
や
生
徒

を
中
心
に
、
津
波
防
災
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
片
田
敏
孝
さ
ん
や
、
災
害
復
興
活

動
の
中
枢
を
担
っ
て
い
る
釜
石
市
防
災
課

長
の
山
田
守
さ
ん
を
招
き
、
震
災
の
教
訓

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
体
的
な
避
難
行
動
で
自
ら
を
守
る

　

片
田
さ
ん
は
、
被
災
時
の
児
童
、
生
徒

の
避
難
行
動
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、
地
震

発
生
時
の
対
応
と
し
て
、
次
の
と
お
り

『
避
難
三
原
則
』
を
指
摘
し
、
強
く
実
践

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

《
避
難
三
原
則
》

①
『
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
』

　

発
災
時
、
子
ど
も
た
ち
の
居
た
学
校

は
、
浸
水
想
定
区
域
外
で
し
た
が
、
し
っ

か
り
避
難
し
ま
し
た
。
実
際
に
、
学
校
は

津
波
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

②
『
最
善
を
尽
く
せ
』

　

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
た
避
難
所
よ

り
、
さ
ら
に
高
台
に
避
難
し
ま
し
た
。

③
『
率
先
避
難
者
た
れ
』

　

避
難
す
る
中
学
生
を
見
て
、
小
学
生
や

お
年
寄
り
も
避
難
を
し
ま
し
た
。

今
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
よ
う

　

山
田
さ
ん
は
、
被
災
し
た
そ
の
体
験
か

ら
、
「
堅
強
な
ハ
ー
ド
設
備
が
あ
っ
て
も

す
ぐ
逃
げ
る
」
「
初
動
態
勢
・
対
応
が
す

べ
て
を
決
め
る
」
「
地
震
に
対
す
る
今
す

ぐ
の
備
え
」
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

今
、
自
ら
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

『
避
難
所
や
高
台
の
確
認
』
『
家
族
内
で

の
安
否
確
認
の
方
法
』
『
家
具
の
固
定
』

『
備
蓄
食
料
の
確
保
』
な
ど
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。福

島
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

福
島
県
浪
江
町
で
東
日
本
大
震
災
に
被

災
し
、
現
在
、
伊
豆
市
に
お
住
ま
い
の
木

幡
清
人
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

３
・
11
の
記
憶

　

あ
の
日
、
浪
江
町
役
場
に
勤
務
し
て
い

た
私
は
、
委
託
業
務
で
現
場
を
回
っ
て
い

ま
し
た
。
車
を
運
転
中
、
突
然
、
ラ
ジ
オ

か
ら
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
、
急
い
で
車

を
降
り
る
と
、
す
ぐ
に
立
っ
て
い
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
車
の
ド
ア
に
必
死
に
つ
か
ま

り
、
そ
の
場
を
何
と
か
し
の
ぎ
ま
し
た
。

目
の
前
で
は
、
電
柱
が
傾
き
、
土
煙
や
ご

う
音
と
と
も
に
建
物
が
倒
れ
て
い
く
光
景

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
区（
棚た
な
し
お塩
）の
役
員
だ
っ
た
私
は
、
す

ぐ
に
集
会
所
を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
よ

う
と
、
集
会
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の

地
区
は
沿
岸
地
域
だ
っ
た
た
め
、
津
波
な

ど
か
ら
逃
れ
て
く
る
地
区
民
が
続
々
と
避

難
し
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
３
月
で
小
雪
の

降
る
中
、
各
家
庭
か
ら
石
油
ス
ト
ー
ブ
な

ど
を
か
き
集
め
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

放
射
能
の
恐
怖

　

翌
朝
、
白
い
服
（
防
護
服
）
を
着
た
２

人
の
警
察
官
が
集
会
所
を
訪
れ
、
「
原
子

力
発
電
所
が
危
な
い
か
ら
、
す
ぐ
に
10
㎞

圏
外
に
逃
げ
ろ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
原
発
か
ら
離
れ
る
た
め
、
各
地

の
避
難
所
や
親
類
・
友
人
宅
な
ど
を
転
々

と
す
る
避
難
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私

も
含
め
、
一
緒
に
避
難
を
し
た
地
区
民

は
、
「
２
・
３
日
で
家
に
帰
れ
る
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
も
自

宅
は
、
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、

帰
り
た
く
て
も
帰
れ
ま
せ
ん
。

情
報
の
重
要
性
を
痛
感

　

被
災
下
で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
ス

ト
ッ
プ
。
普
段
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

も
の
は
、
す
べ
て
使
え
な
い
と
思
っ
た
方

が
良
い
で
す
。
実
際
に
携
帯
電
話
は
、
１

週
間
ほ
ど
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

中
、
重
宝
し
た
の
が
携
帯
ラ
ジ
オ
で
す
。

災
害
情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を

基
に
周
囲
と
相
談
し
な
が
ら
、
次
の
行
動

を
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
情
報
源
と
し
て
、
普
段
か

ら
携
帯
ラ
ジ
オ
を
持
ち
歩
い
た
り
、
車
に

衣
類
や
毛
布
な
ど
を
常
備
し
た
り
し
て
お

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら

ゆ
る
状
況
で
被
災
し
た
場
合
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
こ
の
震
災
の
津
波
で
、
５
人
の

友
人
や
知
人
を
失
い
ま
し
た
。
み
な
一

度
は
、
地
震
で
避
難
し
た
の
で
す
が
、

自
宅
な
ど
の
様
子
を
見
に
戻
り
、
そ
こ

で
被
災
し
ま
し
た
。
あ
の
時
、
正
確
な

情
報
と
状
況
判
断
が
で
き
れ
ば
、
こ
の

悲
劇
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
一
つ
一
つ
の
情
報
と
状
況
判

断
が
、
す
べ
て
（
生
死
）
を
分
け
る
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

2012.85 2012.83 2012.8 2

木幡 清人さん
（福島県浪江町出身）

お
年
寄
り
も
避
難
を
し
ま
し
た
。

山田 守さん
（釜石市防災課長）

片田 敏孝さん
（群馬大学大学院教授）

特　集　『防災』を『忘災』にしないために…迫りくる東海地震に備える



その1
備え

自じ　
　
　
　
　
　
　

助じ
ょ

　

自
分
で 

で
き
る
こ
と

　
　

何
よ
り
生
き
残
る
こ
と
が
大
切

特　集　『防災』を『忘災』にしないために…迫りくる東海地震に備える

防
災
フ
リ
ー
メ
ー
ル
に
登
録
し
よ
う　

 

　

市
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
情
報

や
、
同
報
無
線
で
放
送
し
た
内
容
な
ど

を
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
、
下
記
の
『
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
』

か
ら
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

地
震
保
険
へ
の
加
入　
　
　
　
　
　
　

 

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
保
険
（
特

に
家
財
）
に
入
っ
て
い
た
お
か
げ
で
補
償

を
受
け
ら
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
保
険
会
社
と
の
間
に
補
償
金

額
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
例
も
あ

る
よ
う
で
す
。
契
約
前
に
補
償
内
容
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
保
険
に
関
す
る
詳
細
は
、
各
保
険

会
社
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特　集　『防災』を『忘災』にしないために…迫りくる東海地震に備える

非
常
持
ち
出
し
品

　

備
蓄
品
を
備
え
よ
う
！

▲ドコモ用QRコード▲ au・ソフトバンク用
QRコード

市内に20カ所ある広域避難地を確認しよう
　自宅や職場から一番近い広域避難地を事前にチェックしておきましょう。
避難所の位置は、市ホームページでも確認できます。

【防災フリーメール登録用QRコード】

　携帯電話で、下記のQRコードを
読み取り、表示されたアドレスに空
メールを送信してください。

　

ま
ず
は
、
『
自
助
』
に
つ
い
て
。
東

日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
り
甚
大

な
被
害
が
あ
り
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
沿
岸
部
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
内
陸
部
の
皆
さ
ん

も
外
出
中
な
ど
に
津
波
に
遭
う
可
能
性

は
十
分
あ
り
ま
す
。
『
地
震
が
発
生
し

た
ら
、
す
ぐ
に
高
台
へ
避
難
』
す
る
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
近
所
付
き
合
い
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、
近
所
の
人
と
声
を
掛
け
合
っ

た
お
か
げ
で
、
津
波
か
ら
避
難
で
き
助

か
っ
た
と
い
う
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
事
前
の
備
え
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

家
具
を
固
定
し
よ
う　
　
　
　
　
　
　

 

　

大
き
な
家
具
や
電
化
製
品
の
下
敷
き

に
な
ら
な
い
よ
う
、
で
き
る
限
り
固

定
し
ま
し
ょ
う
。
ガ
ラ
ス
や
食
器
な
ど

が
飛
散
し
な
い
た
め
の
対
策
も
必
要
で

す
。
特
に
寝
室
の
安
全
や
複
数
の
逃
げ

道
を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
強
い
家
に
し
よ
う　
　
　
　
　

 

　

昭
和
56
年
に
住
宅
の
耐
震
基
準
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に
建

て
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
耐
震
診
断
を

受
け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
し
ま
し
ょ

う
。
市
で
は
、
無
料
の
耐
震
診
断
や
耐

震
補
強
に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
無
料
耐
震
診
断
は
、

　

電
話
一
本
で
申
し
込
み
完
了

　

無
料
で
、
市
が
専
門
家
を
派
遣
し
、

診
断
を
行
い
ま
す
。

※
過
去
に
診
断
し
た
場
合
は
対
象
外
。

申
込
み
／
地
域
づ
く
り
課
☎（
72
）９
８
６
７

②
耐
震
補
強
計
画
作
成
費
用
の

　

３
分
の
２
を
補
助

　

診
断
の
結
果
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ

る
場
合
、
家
の
筋
交
い
を
増
や
す
な

ど
、
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
補
強
す

る
か
を
検
討
し
、
『
耐
震
補
強
計
画
』

を
作
成
す
る
た
め
の
費
用
を
補
助
し
ま

す
（
上
限
９
万
６
千
円
）
。

③
補
強
工
事
に
は
40
万
円
を
補
助

　

耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
木
造
住
宅
の

耐
震
補
強
工
事
に
対
し
て
、
40
万
円
を

上
限
に
補
助
し
ま
す
。
高
齢
者
の
み
の

世
帯
や
障
害
の
あ
る
人
と
同
居
し
て
い

る
世
帯
に
は
、
20
万
円
の
割
増
補
助
が

あ
り
ま
す
。

携
帯
ラ
ジ
オ
を
備
え
よ
う　
　
　
　
　

 

　

停
電
時
の
情
報
源
と
し
て
携
帯
ラ
ジ

オ
を
備
え
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
を
受

信
で
き
る
携
帯
電
話
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
ラ
ジ
オ
は
電
池
消
費
が
少
な
く
、

災
害
や
地
域
に
密
着
し
た
情
報
が
聞
け

る
の
で
、
と
て
も
役
に
立
ち
ま
す
。

▲旧耐震基準の住宅は地震で倒壊する可能性が大きい

　

非
常
持
ち
出
し
品
は
、
家
族
構
成
を
考
え

て
必
要
な
も
の
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
リ
ス

ト
を
作
り
定
期
的
な
点
検
を
行
い
、
非
常
持

ち
出
し
袋
な
ど
に
入
れ
、
い
つ
で
も
持
ち
出

せ
る
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

　

備
蓄
品
は
、
家
が
壊
れ
た
場
合
も
考
え
、

物
置
な
ど
家
の
外
に
保
管
し
て
も
良
い
で
す
。

◆
非
常
持
ち
出
し
品
リ
ス
ト
（
例
）

◆
備
蓄
品
リ
ス
ト
（
例
）

◆
東
日
本
大
震
災
で
は
こ
ん
な
も
の
が

　

役
立
ち
ま
し
た

出
典
『
地
域
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
２
』

携帯ラジオ

懐中電灯

非常食（3日分）

ヘルメット
防災頭巾

手袋
予備の電池

笛（ホイッスル）

ナイフ
はし・カップ

マッチ・ライター

筆記用具・ノート

現金

下着・靴下

リュックサック

生理用品

ティッシュ
トイレットペーパー

毛布・寝袋

ビニール袋
救急薬品
常備薬

タオル

雨具

保険証・免許証・
通帳のコピー

飲料水

衣類
（季節に応じてジャ
ンパーなど）

卓上コンロ
（ボンベ）

簡易トイレ

ガムテープ
（布製）

ロープ

ビニールシート
（敷いたり、雨よけなど）

食料品
※調理不要の非常
食3日分程度

飲料水
※1人あたり
１日3リット
ルを３日分

お薬手帳
のコピー

携帯電話の充電器

2012.85 2012.8 4

広域避難地 住　　所 避　　難　　地　　区

修善寺中学校
修善寺南小学校

柏久保395
柏久保449

修善寺南小学区

修善寺小学校 修善寺3244
小坂、弁天、小山、本町、遊覧町、桂町、中里、
紙谷、北又、湯舟

修善寺総合会館 修善寺838-1
ニュータウン、藤ヶ平、下神戸、中神戸、
上神戸、南町、半経寺、大下

修善寺東小学校 本立野419 修善寺東小学区

熊坂小学校 熊坂708-3 熊坂小学区

土肥小学校 土肥638 大藪、中浜、平野

土肥中学校 土肥2701-1 屋形

土肥高校 土肥870-1
金山、馬場、水口、中村、横瀬、天金、新田、
平石、土肥団地

小土肥農村広場 小土肥486 浜、黒根、出口、入谷

旧土肥南小学校 八木沢1445-1 小池、松原、西浜、上野、中島、長藤、大久保

旧土肥ふじみ幼稚園 小下田1343
下村、小下田中村、大木山、菅沼、坂ノ上、
米崎、小峰、藤沢

狩野グラウンド 青羽根89
上船原、下船原、青羽根、本柿木、大平柿木、
松ヶ瀬、佐野、雲金

月ヶ瀬小学校 月ヶ瀬444 門野原、吉奈、月ヶ瀬、田沢、矢熊

湯ヶ島小学校 湯ヶ島136 宿、大滝、茅野、長野、西平、金山、持越、市山

旧八岳小学校 原保384 地蔵堂、原保、菅引、中原戸、戸倉野

貴僧坊の里 貴僧坊190-9 姫之湯、貴僧坊、筏場

中伊豆小学校 八幡158-2 城、八幡、梅木、宮上、柳瀬、梶山、持越

旧大東小学校 徳永900
堰、向、下尾野、大幡野、沢口、徳永東、
徳永南、天城高原、スカイランド

中伊豆社会体育館 上白岩420-1
関野、元村、小川、西、清水、上和田、
ニューライフ

地震災害時の避難地一覧



その3
備え

伊豆市役所防災監
相磯 浩二

共き
ょ
う　
　
　
　
　
　
　

助じ
ょ

　

地
域
で 

で
き
る
こ
と

　
　

困
っ
た
と
き
は
『
お
互
い
様
』

特　集　『防災』を『忘災』にしないために…迫りくる東海地震に備える

地
域
で
は
今
！　

自じ
し
ゅ
ぼ
う

主
防
活
動
最
前
線
レ
ポ
ー
ト

公こ
う　
　
　
　
　
　
　

助じ
ょ

　

市
役
所
で 

で
き
る
こ
と

　
　

市
民
目
線
で
の
対
応
と
決
断
力

▲恵那市との災害協定締結式の様子
▲市と自衛隊の共同防災訓練

　

最
後
に
『
公
助
』
に
つ
い
て
。
市
に
求

め
ら
れ
る
の
は
、
市
民
目
線
で
の
災
害
対

応
と
決
断
力
で
す
。

迅
速
な
情
報
発
信
で
注
意
喚
起　
　
　
　

　

市
で
は
、
同
報
無
線
、
防
災
フ
リ
ー

メ
ー
ル
に
よ
り
、
市
民
に
行
動
判
断
の
た

め
の
情
報
発
信
を
し
ま
す
。

避
難
地
へ
の
職
員
派
遣　
　
　
　
　
　
　

　

警
戒
宣
言
発
令
時
や
突
発
的
な
大
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
20
カ
所
の
広
域
避
難

地
（
Ｐ
５
参
照
）
に
職
員
を
派
遣
し
、
受

け
入
れ
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

消
防
団
、
自
主
防
災
会
と
の
連
携　
　
　

　

災
害
対
策
（
警
戒
）
本
部
と
、
消
防

団
、
自
主
防
災
会
と
の
連
絡
を
密
に
し

て
、
被
害
情
報
の
共
有
や
災
害
救
助
な
ど

を
迅
速
に
行
い
ま
す
。

自
衛
隊
、
県
、
国
と
の
連
携　
　
　
　
　

　

各
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
、
災
害
救

助
要
請
や
物
資
、
要
員
の
支
援
要
な
ど
を

行
い
、
災
害
復
旧
に
努
め
ま
す
。

他
自
治
体
と
の
広
域
連
携　
　
　
　
　
　

　

２
月
に
は
岐
阜
県
恵
那
市
と
、
３
月
に

は
長
野
県
飯
田
市
と
『
災
害
時
相
互
応
援

協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定

は
、
大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
職
員
の
派
遣
や
物
資
の
援
助
な
ど
を

行
い
、
互
い
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

迫
り
く
る
東
海
地
震
に
立
ち
向
か
う
た
め

　

東
海
地
震
は
約
１
５
０
年
の
周
期
で
発

生
す
る
と
い
わ
れ
、
１
８
５
４
年
の
安
政

東
海
地
震
か
ら
１
５
８
年
が
経
過
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
東
海
地
震
を

想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
は
、
30
回
以
上

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
30
年
以
内
に
東
海
地
震
が
発
生

す
る
確
率
は
88
％
と
い
わ
れ
、
市
で
は
避

け
ら
れ
な
い
東
海
地
震
に
備
え
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
機
関
に
所
属
す

る
職
員
も
、
時
と
し
て
被
災
者
で
あ
り
、

被
災
状
況
に
よ
っ
て
は
災
害
支
援
活
動
を

開
始
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
震
災
の
よ
う
な
広
域
災

害
で
は
、
警
察
や
消
防
も
同
時
に
す
べ
て

の
現
場
に
向
か
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
自
衛
隊
な
ど
被
災
地
の
外
か
ら

の
応
援
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
『
自
ら
の
安
全
は
自
ら
が

守
る
』
自
助
、
『
わ
が
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
』
共
助
が
、
被
害
を
最
小
限
に
で

き
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

被
災
し
た
直
後
の
人
命
救
助
は
３
時

間
、
そ
の
ほ
か
は
、
３
日
間
を
共
助
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
、
公
助
を
待
つ
こ
と
が

現
実
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
地
域
内
の
交
流
を

図
り
、
市
と
地
域
は
連
携
を
密
に
し
て
、

切
迫
す
る
東
海
地
震
に
市
民
一
丸
と
な
っ

て
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

防
災
訓
練
に
参
加
し
、
自
ら
を
確
認

　

突
然
の
巨
大
地
震
発
生
か
ら
初
期
の
応

急
対
策
ま
で
の
地
震
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
各
地
区
の
自
主
防
災
会
で
実
施
す

る
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
自
分
の
行
動
や

『
備
え
』
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
９
月
２
日
（
日
）

想
定
／
８
時
30
分
…
地
震
発
生

　

駿
河
ト
ラ
フ
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
に
か
け

て
の
巨
大
地
震
が
、
突
然
発
生
し
、
市
内

で
は
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
を
観
測
。
家

屋
の
倒
壊
、
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
も
被
害
発
生
。

※
地
震
発
生
な
ど
を
同
報
無
線
、
防
災
フ

　

リ
ー
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　

次
に
隣
近
所
（
地
域
）
で
助
け
合
う

『
共
助
』
に
つ
い
て
。
公
民
館
や
集
会
所

に
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
食
料
、

毛
布
、
自
家
発
電
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
隣
近
所
の
交
流
も
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。
防
災
訓
練
と
地
域
行

事
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
地
域
の
み
ん

な
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も

必
要
で
す
。

『
い
ざ
と
い
う
と
き
』
『
地
域
の
絆き

ず
な

づ
く
り
』
の
た
め
に
活
用
し
よ
う　

 

○
自
主
防
災
組
織
防
災
活
動
支
援
補
助

　

防
災
訓
練
な
ど
に
係
る
消
火
器
、
医
薬

品
、
備
蓄
食
料
、
文
房
具
な
ど
の
購
入
経

費
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
は
世
帯
数
×

２
０
０
円
）
。

○
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
動
に
関
す
る
補
助

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
設
備
の

購
入
や
施
設
整
備
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
を
図
る
事
業
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

　

横
瀬
区
自
主
防
災
会
で
は
、
東
海
地
震

な
ど
の
災
害
に
備
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

○
救
助
活
動
の
た
め
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
資
格
の
取      

　

得
（
区
民
の
１
割
程
度
が
有
資
格
者
）

○
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
の
見
学
（
地
震
体

　

験
コ
ー
ナ
ー
や
防
災
に
関
す
る
講
義
を

　

受
講
）

○
防
災
訓
練
で
『
わ
が
家
は
大
丈
夫
！
オ

　

レ
ン
ジ
旗
作
戦
』
を
実
践

○
安
否
確
認
や
災
害
弱
者
を
把
握
す
る
た

　

め
の
『
横
瀬
地
区
住
民
台
帳
』
の
作
成

○
夜
間
の
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
の

　

実
施
（
防
災
ビ
デ
オ
の
視
聴
、
防
災
パ

　

ネ
ル
の
掲
示
、
被
災
地
（
福
島
県
い
わ

　

き
市
）
の
震
災
体
験
談
を
聴ち

ょ
う
こ
う講
）

○
防
災
・
防
火
夜
警
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

（
12
月
〜
２
月
）

○
消
火
水
利
や
避
難
地
な
ど
を
記
載
し
た

　

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
（
持
ち
運
び
が
可

　

能
な
大
型
ゴ
ム
マ
ッ
ト
製
）

　

そ
の
ほ
か
、
非
常
食
（
５
０
０
食
）
や

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
（
20
台
）
な
ど
を
備
蓄

し
、
有
事
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
非
常
食
な
ど
備
蓄
品
の
購

入
や
、
市
で
補
助
す
る
防
災
ラ
ジ
オ
を
自

主
防
災
会
で
一
括
購
入
し
、
各
世
帯
に
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
防
災
訓
練
の

ほ
か
、
子
ど
も
会
と
連
携
し
た
避
難
所
体

験
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
災
害
時
の
物
資
、
避

難
地
、
水
の
確
保
で
す
。
そ
の
た
め
、
区

内
の
民
間
事
業
所
と
の
災
害
協
定
の
締
結

な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

大
藪
区
自
主
防
災
会
（
土
肥
）

　

沿
岸
部
に
位
置
す
る
大
藪
区
自
主
防
災

会
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
津
波
浸
水
区
域
で

す
。
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
区

内
の
地
震
・
津
波
対
策
が
急
務
と
考
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
夜
間
の
実
施
を
含
む
年
４
回

の
津
波
避
難
訓
練
。
『
地
震
が
来
た
ら
す

ぐ
避
難
』
を
呼
び
掛
け
、
区
内
の
高
台
４

カ
所
を
１
次
避
難
地
に
指
定
し
ま
し
た
。

近
隣
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
高
層
建
物

も
、
所
有
者
に
承
諾
を
い
た
だ
き
、
１
次

避
難
場
所
と
し
て
確
保
し
ま
し
た
。
避
難

路
の
対
策
と
し
て
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
図
上
訓
練
）
を
実
施
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
な
ど
区
内
の
危
険
個
所

を
洗
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
危
険
個
所
に

つ
い
て
は
、
公
民
館
に
貼
り
出
し
、
区
民

全
体
で
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
１
回
、
各
組
ご
と
当
番
制
に

よ
る
陸り

っ
こ
う閘（

※
１
）開
閉
点
検
の
実
施
や
、
各

世
帯
ご
と
に
『
世
帯
情
報
カ
ー
ド
』
を
作

成
し
、
自
主
防
災
会
で
災
害
弱
者
の
把
握
や

安
否
情
報
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る
訓
練

の
ほ
か
、
現
在
、
低
地
に
あ
る
防
災
倉
庫

の
高
台
移
転
や
備
蓄
品
の
入
れ
替
え
な
ど

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
※
１
）
堤
防
の
一
部
に
設
置
し
た
通
行
用
の
ゲ
ー
ト
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横瀬区自主防災会長
飯田 暉之さん

大藪区自主防災会長
高田 正昭さん

共共き
ょ
う

き
ょ
う

その2
備え

特　集　『防災』を『忘災』にしないために…迫りくる東海地震に備える

横
瀬
区
自
主
防
災
会
（
修
善
寺
）



◆
水
質
が
安
心
安
全

　

土
肥
海
水
浴
場
と
小
土
肥
海
水
浴
場
の
水

質
検
査
が
、
5
月
9
日
（
水)

に
県
東
部
保

健
所
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
い
ず
れ
の
海
水
浴
場
も
最
高
ラ

ン
ク
の
『
Ａ
Ａ
』
で
し
た
。
ま
た
併
せ
て
、

放
射
性
物
質
の
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
い
ず
れ
の
海

水
浴
場
も
放
射
性
物
質

は
、『
検
出
限
界
未
満
』

で
し
た
。

◆
心
強
い
警
備
が
安
心

　

7
月
14
日
（
土
）
か
ら
8
月
26
日
（
日
）

ま
で
の
間
、
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会

所
属
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
配
備
し
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
は
、
水
難
救
助
活
動
の

ほ
か
に
も
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
、
浜
辺
で
子
ど
も
向
け

の
紙
芝
居
な
ど
を
行
い
、

美
化
活
動
や
事
故
防
止
を

啓
発
し
ま
す
。

◆
海
水
浴
場
の
ご
案
内

　

7
月
1
日
（
日
）
か
ら
8
月
26
日
（
日
）

ま
で
の
間
、
土
肥
海
水
浴
場
と
小
土
肥
海
水

浴
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

 

い
ず
れ
の
海
水
浴
場
に
も
無
料
の
脱
衣
所
、

シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、

快
適
な
海
水
浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❶
土
肥
海
水
浴
場

　

長
さ
約
７
０
０
ｍ
、
幅
50
ｍ
の
西
海
岸
一

広
い
砂
浜
を
持
つ
海
水
浴
場
。
遠
浅
で
波
が

静
か
な
の
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
連
れ
で
も

安
心
で
す
。

　

砂
浜
に
船
の
形
を
し
た
温
泉
『
温
泉
丸
』

が
6
隻
、
近
く
の
松
原
公
園
に
は
『
温
泉
池
』

が
配
置
し
て
あ
り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

❷
小
土
肥
海
水
浴
場

　

白
い
砂
浜
が
自
慢
の
海
水
浴
場
。
す
ぐ
横

に
は
岩
場
も
あ
り
、
磯
遊
び
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
比
較
的
混
雑
し
な
い
の
で
、

地
元
の
人
に
人
気
が
あ
る
海
水
浴
場
で
す
。

　

一
部
の
波
打
ち
際
が
急
に
深
く
な
っ
て
い

る
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

この夏の思い出は…
　土肥の海水浴場で
　　　　　　問合せ／土肥支所☎（９８）1111

土
肥
の
海
水
浴
場

　
　
　
　

こ
こ
が
イ
イ
ね
！

この夏の思い出は…
　土肥の海水浴場で

夏 の お 祭 り 情 報
市内で開催される夏祭りを紹介します。詳細につきましては各問合せ先にご連絡ください。

萬城の滝まつり
マイナスイオンたっぷりの会場で地域の団体が
出場するステージを楽しもう。
とき／ 8月 5日（日）9時～15時　
ところ／萬城の滝
問合せ／観光協会中伊豆支部☎（83）2636

天城夏まつり
宿地区の祭り。子どもしゃぎりや打ち上げ花火
でにぎわいます。
とき／ 8月 11日（土）18時～21時
ところ／弘道寺（湯ヶ島）
問合せ／観光協会天城湯ケ島支部☎（85）1056

馬場納涼盆踊り
馬場地区の祭り。出店やビンゴ大会に観光客も
多く訪れます。
とき／ 8月 14日（火）・15日（水）
19時～21時
ところ／馬場公園
問合せ／観光協会土肥支部☎（98）1212

夏の万灯会
夜の温泉街にゆらゆらと揺れる灯ろうの行列は
とても幻想的です。
とき／ 8月 20日（月）19時30分～　
ところ／修禅寺～とっこの湯公園
問合せ／観光協会修善寺支部☎（72）2501

弘法大師奉納花火大会
修禅寺の裏手から上がる打ち上げ花火や桂川に
かかるナイアガラを楽しむことができます。
とき／ 8月 21日（火）20時10分～21時
ところ／修善寺温泉街
問合せ／観光協会修善寺支部☎（72）2501

明徳寺東司まつり
花火と出店でにぎわう伊豆市の夏を締めくくる祭り。
とき／ 8月 29日（水）
ところ／明徳寺（市山）
問合せ／観光協会天城湯ケ島支部☎（85）1056

船
の
旅
は
い
か
が
で
す
か
？

『
エ
ス
パ
ル
ス
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
リ
ー
』

　

市
民
の
地
域
間
交
流
の
促
進
と
市
民
生
活

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
土
肥

港
と
清
水
港
を
結
ぶ
『
エ
ス
パ
ル
ス
ド
リ
ー

ム
フ
ェ
リ
ー
』
の
乗
船
料
と
自
動
車
航
送
料

の
割
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
／
平
成
25
年
3
月
31
日
（
日
）
ま
で

申
請
方
法
／
土
肥
港
ま
た
は
清
水
港
の
券
売

所
で
市
民
と
証
明
で
き
る
免
許
証
な
ど
を
提

示
し
、
乗
船
申
請
用
紙
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

割
引
額
／
左
記
の
表
の
と
お
り

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

エ
ス
パ
ル
ス
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
リ
ー

☎
０
５
４
（
３
５
３
）
２
２
２
１
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修善寺温泉　夏の『光の祭典』
キャンドルナイト
温泉街がキャンドルのやさしい光に包まれます。
とき／ 8月 20日（月）～9月1日（土）
19時30分～21時 30分
※雨天・強風時の場合は中止となります。
ところ／修禅寺境内、竹林の小径
問合せ／修善寺温泉旅館協同組合☎（72）0271

土肥サマーフェスティバル
西伊豆最大の空中ナイアガラやスターマインが
会場を彩ります。
とき／ 8月 18日（土）～21日（火）
19時～21時
ところ／松原公園
問合せ／観光協会土肥支部☎（98）1212

↑至沼津

象牙美術館

観光案内所
松原公園

土肥支所
→至天城

↓至松崎

旅人岬

❶

❷

   自動車航送料の注意事項
○自動車の長さで航送料が定められており、車種によって料金が異なります。
○1台の料金には大人1人分（運転手）の乗船料が含まれています。
○補助対象車両は、軽自動車および普通自動車に限ります。
○8月１日（水）～25日（土）は繁忙期料金となります。
　（通常料金プラス1,000円）

割引後
の料金

市
補助金

事業者
割引

通常
料金

人

5ｍ以上6ｍ未満
4ｍ以上5ｍ未満
3ｍ以上4ｍ未満
3ｍ未満
小人
大人 1,500円

2,500円

3,000円

3,500円

4,000円

500円

2,200円

5,000円

5,500円

6,000円

6,500円

1,100円

200円

100円
500円

2,000円 500円車
両



10
月
21
日
　
　は

伊
豆
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

10
月
21
日
　
　は

伊
豆
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

日

　 
  

こ
ん
な
と
き

  

ど
う
す
れ
ば
い
い
？

 

選
挙
当
日
は
仕
事
が
…

　
　旅
行
の
予
定
が
…

　期
日
前
投
票
を

         

ご
利
用
く
だ
さ
い

　投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
予

定
が
あ
る
場
合
は
、期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。『
投
票
所
入
場
券
』を
持

参
し
、期
日
前
投
票
所
へ
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

　期
日
前
投
票
は
、お
住
ま
い
の
地
域
に
か

か
わ
ら
ず
、い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

選
挙
期
間
中
は
仕
事
な
ど
で

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
…

　仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票
に
は
郵
送
日

数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、伊
豆
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
期
間
中
は
病
院
な
ど
に

入
院
し
て
い
る
…

　
　県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
人

は
、そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

の
で
、施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

障
害
や
要
介
護
状
態
で

投
票
所
に
行
け
な
い
…

自
宅
で
の
不
在
者
投
票

（
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
）が
で
き
ま
す

　次
に
該
当
す
る
人
は
、事
前
に
申
請
し
て

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら『
郵
便
等
投
票
証

明
書
』の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、郵
便
な
ど

に
よ
り
自
宅
で
投
票
で
き
ま
す
。

寄
附
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。有
権
者
が
寄

附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

≪禁止されている寄附（例）≫

病気見舞い
町内会の集会や旅行などの
催し物への寸志や飲食物の差入れ

秘書などが代理で
出席する場合の
結婚祝、香典

落成式や
開店祝の花輪

葬儀の花輪
や供花

入学祝
卒業祝

お中元、お歳暮

祭りへの寄附
や差入れ

地域の運動会やスポーツ
大会への飲食物の差入れ

身体障害者手帳

手帳などの種類

戦傷病者手帳

介護保険被保険者証

障害などの種類 障害などの程度

両下肢･体幹･移動機能の障害

心臓･じん臓･呼吸器･ぼうこう･
直腸･小腸の障害

免疫･肝臓の障害

両下肢･体幹の障害

心臓･じん臓･呼吸器･ぼうこう･
直腸･小腸･肝臓の障害

要介護状態区分

1級・2級

1級・3級

1級～3級

特別項症～第2項症

特別項症～第3項症

要介護5

＜郵便などによる投票ができる人＞

10月15日（月）
 ～20日（土）

＜期日前投票所の開設＞

開設期間 投票時間投 票 所

8時30分
～20時

 市役所本庁
（生きいきプラザ
  ロビー）

10月16日（火）
 ～20日（土）

土肥支所
天城湯ケ島支所
中伊豆支所

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
と
き
／
9
月
19
日（
水
）14
時
30
分
〜

　
と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

■
告
示
日（
立
候
補
届
出
受
付
）

　
と
き
／
10
月
14
日（
日
） 

8
時
30
分
〜
17
時

　
と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

■
期
日
前
投
票

　
と
き
／
10
月
15
日（
月
）〜
20
日（
土
）（
6
日
間
）

　
　
　
　8
時
30
分
〜
20
時

　
　
　
　
※
各
支
所
は
10
月
16
日（
火
）〜

　
投
票
所
／
市
役
所
本
庁
・
各
支
所

■
投
票
日

　
と
き
／
10
月
21
日（
日
）7
時
〜
20
時

　
　
　
　
※
土
肥
地
区
は
19
時
ま
で

　
投
票
所
／
市
内
28
投
票
所

■
開
票

　
と
き
／
10
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
21
時
〜（
即
日
開
票
）

　
開
票
所
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

主
な
日
程

ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
伊
豆
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
☎（
72
）９
８
６
９

　任
期
満
了
に
伴
う
伊
豆
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な

1
票
を
市
政
に
生
か
す
た
め
、
必
ず
選
挙
に
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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いいえ
1,545人
19%

はい
6,595人
81%

いいえ
1,722人
21%

はい
6,418人
79%

いいえ
4,423人
54.3% はい

3,717人
45.7%

いいえ
1,407人
17.3%

はい
6,733人
82.7%

65～74歳

いいえ
2,783人
34.2% はい

5,357人
65.8%

65歳～74歳

65歳～74歳

65歳～74歳

75歳以上75歳以上75歳以上 75歳以上

65～74歳

65歳～74歳

75歳以上75歳以上

65～74歳65～74歳

65歳～
74歳

65歳～
74歳

75歳以上75歳以上 75歳以上75歳以上

第
2
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
期
間
と
す
る

『
第
２
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
の
具
体
的
な
項
目
に
基
づ
き
、
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　  
平
成
23
年
度
の
実
施
結
果

memo

　地域包括支援センターでは、昨年度、介護予防の観点から65歳以上の介護
保険に認定されてない人を対象（9,252人）に、『基本チェックリスト』（生活
機能の低下を調べるもの）を実施しました。
　今回は、回答者8,140人（回答率88％）の調査結果を基に、特に生活機能
が低下しやすい運動器 (足腰の機能 )について報告します。

地域包括支援センターからのお知らせ

いつまでも健やかな生活を

75歳以上

Check

1
この1年間で転んだ
ことがありますか？

75歳以上

15 分続けて歩いて
いますか？

転倒に対する
不安は大きいですか？

75歳以上

が低下しやすい運動器 (足腰の機能 )について報告します。

転倒に対する
不安は大きいですか？

Check

2
Check

3

75歳以上

階段を手すりや壁を
つたわらずに昇って
いますか？

Check

4

75歳以上

いすに座った状態から
何もつかまらずに立ち
上がっていますか？

Check

5
　これらのグラフから分かるよ
うに、年齢とともに下肢の力の
低下や運動機能への不安が伺え
ます。
　転倒による骨折や、足腰の痛
みによる生活範囲の縮小は、運
動器機能の低下や、『要介護状
態』につながります。
　市では、運動器機能低下を予
防する『元気はつらつ事業』や
『筋力向上トレーニング事業』
を実施しています。気軽にご利
用ください。

▲筋力向上トレーニング事業の様子

各地区包括支援センター相談窓口／○修善寺地区…☎（72）9860　○中伊豆地区…☎（83）5488
○天城湯ケ島地区…☎（75）8200　○土肥地区…（98）3001

　「転倒の不安が大きい」「転倒しやすく
運動面に自信がない」こんな悩みを持つ
人は、身近な地域包括支援センターに気
軽にご相談ください。いつまでも住み慣
れた地域で健やかに生活していくために、
生活習慣病予防や介護予防の意識を持っ
て生活していきましょう。

地域包括支援
センターのスタッフ

 
第
２
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン

   

取
り
組
み
の
指
針

　　

取
り
組
み
の
指
針
と
な
る
項
目
は
、
次

の
７
項
目
で
す
。

①
事
務
事
業
の
見
直
し

②
公
共
施
設
の
適
正
管
理

③
行
政
運
営
体
制
の
見
直
し

④
自
主
財
源
の
確
保

⑤
職
員
の
意
識
改
革

⑥
電
子
自
治
体
の
構
築
と
情
報
管
理

⑦
地
方
公
営
企
業
な
ど
の
経
営
改
善

  

平
成
23
年
度
は

 
２
億
８
０
１
９
万
９
千
円
削
減

　

平
成
23
年
度
の
実
施
結
果
は
、
２
億

８
０
１
９
万
９
千
円
の
削
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
事
務
事
業
の
見
直
し

◎
委
託
業
務
の
検
証
・
改
善
の
推
進

市
民
窓
口
業
務
や
徴
収
業
務
の
一
部
を

委
託
し
ま
し
た
。

【
削
減
効
果 

６
２
４
万
７
千
円
】

◎
各
種
団
体
の
補
助
金
な
ど
の
見
直
し

各
種
団
体
の
補
助
金
や
負
担
金
な
ど
を

見
直
し
、
削
減
し
ま
し
た
。

【
削
減
効
果 

１
２
５
５
万
３
千
円
】

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の

　

委
託
の
推
進

中
伊
豆
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
を
委
託
に
移
行
し
、
専
門
職

を
配
置
し
ま
し
た
。

【
削
減
効
果 

３
１
６
万
３
千
円
】

■
行
政
運
営
体
制
の
見
直
し

◎
適
正
な
職
員
定
数
管
理

職
員
数
の
削
減
に
取
り
組
み
、
平
成
23

年
度
は
16
人
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

【
削
減
効
果 

１
億
６
６
０
０
万
１
千
円
】

■
自
主
財
源
の
確
保

◎
税
な
ど
の
収
納
率
向
上

滞
納
整
理
機
構
へ
の
徴
収
委
託
を
実
施

し
ま
し
た
。

【
増
収
効
果 

１
３
２
１
万
７
千
円
】

◎
宅
地
利
用
可
能
な
未
利
用
地
の
処
分　

　

や
貸
し
付
け
の
実
施

　
【
増
収
効
果 

２
９
９
２
万
円
】

◎
新
た
な
収
入
の
提
案
と
導
入

公
用
車
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
バ
ナ
ー
広
告
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
増
収
効
果 

２
６
５
万
５
千
円
】

■
地
方
公
営
企
業
な
ど
の
経
営
改
善

◎
経
営
改
革
の
推
進

上
水
道
事
業
の
職
員
数
を
削
減
し
ま
し
た
。

【
削
減
効
果 

６
７
２
万
１
千
円
】

◎
経
費
削
減
な
ど
の
財
政
効
果

下
水
道
事
業
の
過
去
の
高
利
率
の
借
入

金
を
繰
り
上
げ
償
還
し
、
低
利
率
の
資

金
に
借
り
換
え
ま
し
た
。

【
削
減
効
果 

３
５
６
０
万
３
千
円
】

問
合
せ
／
総
務
課
☎
（
72
）
１
１
１
１　

　『第２次集中改革プ
ラン』では、各年度 2
億円の削減効果を目標
に掲げていますが、景
気低迷による税収減少
や、今後見込まれる地
方交付税の減額など財
政の危機的状況が迫り
つつある中、事業の抜
本的な見直しや集中と
選択によるコスト削減
が必要となります。

▲外部委託した中伊豆包括支援センター

2012.813 2012.8 12



2012.815 2012.8 14

▲ワンちゃんと一緒にハイチーズ！！笑顔で触れ合う児童たち

▲思わぬキャンペーンに笑顔でミニトマトを受け取る買い物客

『
食
育
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
実
施 

『
食
育
月
間
』、『
食
育
の
日
』
に
合
わ
せ
て

　

6
月
19
日（
火
）に
、Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
の『
農
の
駅
』

と
、『
ス
ー
パ
ー
カ
ド
イ
ケ
中
伊
豆
店
』の
店
頭
で
食

育
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、伊
豆
市
食
育
推
進
会
議
委

員
や
伊
豆
市
食
育
推
進
専
門
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

食
育
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
、ミ
ニ
ト
マ
ト
を
配
布
し
ま
し

た
。『
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
は
健
康
の
た
め
に
大
切
』

と
展
示
し
た
体
脂
肪
の
模
型
を
興
味
深
く
眺
め
る
市

民
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

命
の
大
切
さ
を
実
感

狩
野
小
で
『
動
物
愛
護
教
室
』
を
開
催

6
月
21
日（
木
）、狩
野
小
学
校
で
4
〜
6
年
生
61

人
を
対
象
に
動
物
愛
護
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、こ
の
教
室
を
通
じ
て
動
物
の
習
性
、

命
の
尊
さ
、安
全
な
接
し
方
に
つ
い
て
学
習
し
、最
後

に
は
、実
際
に
犬
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。大
き
な
犬
に

お
っ
か
な
び
っ
く
り
触
る
児
童
や
、興
味
津
々
で
積
極

的
に
触
る
児
童
と
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。犬
は
全
部
で

8
匹
い
て
、中
に
は
災
害
救
助
犬
や
警
察
犬
も
い
ま

し
た
。

▲伊豆市商工会の愛すべきキャラクター『いずっち』も一緒にお出迎え！

伊
豆
市
へ
よ
う
こ
そ
！

特
急
『
踊
り
子
号
』
運
行
30
周
年
記
念

　

6
月
23
日（
土
）、踊
り
子
号
に
乗
っ
て
訪
れ
た
観

光
客
を
修
善
寺
駅
構
内
で
歓
迎
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、伊
豆
市
観
光
協
会
を
は
じ
め
、

市
長
、伊
豆
市
商
工
会
、旅
館
関
係
者
の
皆
さ
ん
約
50

人
が
、の
ぼ
り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
、に
ぎ
や
か
に

観
光
客
を
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
観
光
客
に
は
、『
女
将
の
う
ち
わ
』な
ど
が
配

ら
れ
、観
光
客
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。 

中
伊
豆
小
学
校
が
快
挙
達
成

大
き
な
賞
状
、
盾
を
持
っ
て
表
敬
訪
問▲教育長と一緒に記念撮影！FBC秋花壇も楽しみです

市
内
初
の
認
定
！

清
流
の
女
王
『
天
城
の
大
ア
マ
ゴ
』 ▲認定を受けた『天城の大アマゴ』きれいな湧水で大事に育てられています

7
月
3
日（
火
）、大
ア
マ
ゴ
な
ど
の
養
殖
を
し
て
い

る（
有
）下
山
養
魚
場
の
下
山
明
さ
ん
が
、農
林
水
産
省

が
推
進
し
て
い
る
生
産
か
ら
加
工
、販
売
ま
で
を
一
貫

し
て
支
援
す
る『
6
次
産
業
化
法
認
定
事
業
者
』を
市

内
で
初
め
て
受
け
、市
長
に
喜
び
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

市
長
は
、下
山
さ
ん
か
ら
の
報
告
を
受
け
、「
こ
れ

か
ら
、伊
豆
市
の
６
次
産
業
の
星
と
な
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
喜
び
と
と
も
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

7
月
6
日（
金
）、中
伊
豆
小
学
校
の
園
芸
委
員
会

が
教
育
長
の
も
と
を
訪
れ
、Ｆ
Ｂ
Ｃ
春
花
壇
で
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

園
芸
委
員
会
か
ら
受
賞
の
報
告
を
受
け
た
教
育
長

は
、「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
花
い
っ
ぱ
い
の
中
伊
豆

に
し
て
く
だ
さ
い
」と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。園
芸
委

員
長
の
下
山
緋あ

こ子
さ
ん
は
、「
園
芸
委
員
会
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、賞
が
取
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
け
ど
、取

れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲7月4日（水）に行われた練習初日の様子『ふるさとの誇りを胸に』

伊
豆
市
駅
伝
チ
ー
ム
始
動
！

上
位
目
指
し
て
！
練
習
開
始

　

６
月
25
日（
月
）に
修
善
寺
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
、

26
日（
火
）に
土
肥
中
学
校
で
、『
第
13
回
静
岡
県
市

町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
』に
向
け
た
練
習
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、教
育
長
か
ら「
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
て
個
人

の
力
、チ
ー
ム
の
力
を
高
め
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
が

あ
り
ま
し
た
。今
年
度
は
体
制
を
見
直
し
、４
地
区
で

練
習
を
行
う
た
め
、各
会
場
の
コ
ー
チ
・
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。81
人
の
選
手
登
録

が
あ
り
、こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。　



▲昭和の森で天城の自然についてお勉強

▲児童を夢中にさせる紙芝居

▲先生による点検に少し緊張気味の児童

▲熱い思いを児童に伝える佐治さん

　
6
月
14
日（
木
）、天
城
地
区
３

校
の
３
年
生
の
社
会
科
見
学
が
、

天
城
小
学
校
開
校
に
向
け
て
の
交

流
授
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
の
森
、
浄
蓮
の
滝
、
月
ヶ

瀬
梅
林
、
天
城
ド
ー
ム
、
雲
金
つ

り
橋
、
狩
野
城
跡
、
狩
野
ド
ー
ム

を
訪
れ
、
興
味
深
く
話
を
聞
い
た

り
、
見
学
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
天
城
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と

歴
史
に
触
れ
、
ほ
か
の
学
校
の
友

達
と
仲
良
く
昼
食
を
と
る
姿
も
ほ

ほ
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　
6
月
14
日（
木
）、天
城
地
区
３

校
の
３
年
生
の
社
会
科
見
学
が
、

天
城
小
学
校
開
校
に
向
け
て
の
交

流
授
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
の
森
、
浄
蓮
の
滝
、
月
ヶ

瀬
梅
林
、
天
城
ド
ー
ム
、
雲
金
つ

り
橋
、
狩
野
城
跡
、
狩
野
ド
ー
ム

を
訪
れ
、
興
味
深
く
話
を
聞
い
た

り
、
見
学
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
天
城
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と

歴
史
に
触
れ
、
ほ
か
の
学
校
の
友

達
と
仲
良
く
昼
食
を
と
る
姿
も
ほ

ほ
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　
６
月
18
日（
月
）、天
城
の
夕
鶴

会
館
で
『
し
ず
お
か
紙
芝
居
研
究

会
・
紙
芝
居
文
化
の
会
自
主
サ
ー

ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ
（
代
表
上
原
佐
恵

子
）
』
に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
湯
ヶ
島
幼
稚
園
の
園
児
と
湯
ヶ

島
小
学
校
の
１
年
生
が
『
お
と
う

ふ
さ
ん
と
そ
ら
ま
め
さ
ん
』
、

『
し
ず
く
の
ぼ
う
け
ん
』
、
『
ち

び
ぞ
う
と
ロ
ボ
ッ
ト
』
、
２
・
３

年
生
が
『
に
じ
に
な
っ
た
さ
か

な
』
、
『
が
ん
ば
れ
　
き
ょ
う
り

ゅ
う
ぼ
う
や
』
、
『
あ
ひ
る
の
お

お
さ
ま
』
の
紙
芝
居
を
聴
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
臨
場
感
あ

ふ
れ
る
お
話
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
商
品
先
物
取
引
や
金
融
商
品
取

引
の
勧
誘
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

消
費
者
や
、過
去
に
訪
問
販
売
被
害

に
遭
っ
た
消
費
者
に
対
し
て
、「
被
害

を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
」、「
期

限
が
迫
っ
て
い
る
」な
ど
と
電
話
を

か
け
、以
前
の
取
引
へ
の
対
処
な
ど

は
せ
ず
、調
査
料
、手
数
料
名
目
で

金
銭
を
支
払
わ
せ
た
り
、新
た
に
取

引
を
開
始
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
な

い
わ
ゆ
る『
二
次
被
害
』が
相
変
わ

ら
ず
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
業
者
は
、何
ら
か
の
方
法

で
被
害
者
の
情
報
を
入
手
し
て
お

り
、狙
い
撃
ち
を
し
て
い
る
よ
う
で
、

そ
の
手
口
は
大
変
悪
質
で
す
。こ
の
よ

う
な
勧
誘
電
話
を
受
け
た
際
は
、安

易
に
話
を
う
の
み
に
せ
ず
、冷
静
な
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
も
し
も
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、あ
る

い
は
こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た
場

合
は
、す
ぐ
に
市
役
所
な
ど
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／

　
　
　
　
市
民
課
☎（
72
）9
8
5
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『二次被害』

天
城
３
小
学
校

　
開
校
に
向
け
て

天
城
３
小
学
校

　
開
校
に
向
け
て

夢
見
る
は
楽
し
き
余
生
茄
子
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　安
藤

　治

　（
西
平
）

分
校
も
廃
れ
山
吹
あ
か
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　城
所

　
　江
（
吉
奈
）

高
原
は
空
気
の
旨
し
花
卯
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　杉
山

　と
く
（
宿
）

思
い
出
を
鉢
に
彩
る
佐
渡
の
百
合

　
　
　
　
　
　
　
　飯
塚

　清
子
（
本
柿
木
）

石
垣
の
み
ご
と
に
羽
織
る
松
葉
菊

　
　
　
　
　
　
　
　城
所

　八
代
（
吉
奈
）

花
卯
木
匂
う
箱
根
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　今
村

　静
子
（
松
ヶ
瀬
）

                                                        

　
　
　

                                                      

天城地区
小学校
天城地区
小学校

●
被
害
防
止
の
基
本
は

　『
施
錠
！
』

　
大
仁
署
管
内
で
は
、今
年
の
１
月

か
ら
６
月
末
ま
で
の
半
年
間
に
、１２

件
も
の
空
き
巣
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。そ
の
う
ち
４
件
は
、無
施

錠
で
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。盗
ま

れ
て
後
悔
す
る
前
に
、『
施
錠
す
る

習
慣
』を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
に
続
き
、静
岡
県
警
察
で

は
今
年
も
１１
月
末
ま
で『
ロ
ッ
ク
オ

ン
作
戦
』を
行
っ
て
い
ま
す
。乗
り

物（
自
転
車
、オ
ー
ト
バ
イ
、車
）は

も
ち
ろ
ん
、住
宅
な
ど
鍵
の
か
か
る

も
の
す
べ
て
に『
施
錠
』を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

●
沼
津
で
６
０
０
万
円
の
被
害

　
全
国
的
に
見
て
も
減
少
し
て
い

る
振
り
込
め
詐
欺
で
す
が
、静
岡

県
内
で
は
、今
年
の
６
月
ま
で
に
３８

件
発
生
し
ま
し
た
。前
年
同
期
比

３８
件
の
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
手
口
別
に
見
る
と
オ
レ
オ
レ
詐

欺
は
、６
月
の
１
カ
月
間
で
１０
件
も

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
沼
津
市
内
で
の
手
口
】

　
６
月
下
旬
、沼
津
市
に
居
住
の
女

性
宅
に
息
子
を
か
た
る
男
か
ら
、「
友

達
か
ら
金
を
借
り
て
株
を
購
入
し
た
。

す
ぐ
返
さ
な
い
と
い
け
な
い
」と
嘘

の
電
話
が
あ
り
、２
回
に
分
け
て
６

０
０
万
円
を
だ
ま
し
盗
ら
れ
た
。

【
被
害
防
止
策
は
】

①
必
ず
本
人
に
確
認
す
る
。

②
携
帯
の
番
号
が
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ

　
て
も
以
前
の
番
号
に
か
け
て
み
る
。

③
見
知
ら
ぬ
人
に
お
金
を
渡
さ
な
い
。

④
不
審
な
電
話
は
迷
わ
ず
警
察
に
連

　
絡
す
る
。

　
最
近
は
、

自
然
災
害
や

さ
ま
ざ
ま
な

犯
罪
を
機
に

地
域
や
家
族

の
絆
が
見
直

さ
れ
て
い
ま

す
。大
切
な

家
族
が
だ
ま

さ
れ
な
い
た

め
に
も
、『
こ

ま
め
に
連
絡

を
取
り
合
い
、

家
族
の
絆
を

強
め
る
こ

と
』が
最
大

の
被
害
防
止

に
な
り
ま
す
。

　
６
月
18
日（
月
）、狩
野
小
学
校

で
『
は
ご
ろ
も
『
夢
』
講
演
会
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
佐
治
妙
心
さ
ん
（
八
木

沢
出
身
）
が
、
『
持
続
可
能
社
会

で
生
き
る
た
め
に
〜
広
島
、
長

崎
、
沖
縄
。
そ
し
て
今
〜
』
と
い

う
演
題
で
児
童
、
保
護
者
、
教
職

員
を
対
象
に
お
話
を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
戦
争
の
悲
惨

さ
、
生
命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

講
師
が
経
験
し
た
『
い
じ
め
』
の

話
を
通
し
て
、
相
手
を
思
い
や
る

大
切
さ
や
、
『
い
じ
め
』
が
戦
争

の
芽
に
も
な
り
、
決
し
て
許
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
を
、
身
近
な
問

題
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
講
師
の
活
動
を
通

し
て
『
夢
』
に
向
け
、
一
歩
一
歩

努
力
を
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　
７
月
３
日（
水
）、月
ヶ
瀬
小
学

校
で
伝
統
の
『
俳
句
教
室
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
集
ま
っ
た
４
・
５
・

６
年
生
は
、
３
人
の
講
師
の
先
生

を
お
迎
え
し
て
、
『
俳
句
教
室
』

が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
た
ち
の
作
っ
た
俳
句
を

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
に
点
検
し
て
い

た
だ
き
、
よ
い
点
を
褒
め
て
い
た

だ
い
た
り
、
言
葉
の
選
び
方
を
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
な
が

ら
、
俳
句
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
た
。
完
成
す
る
と
、
短
冊
に
清

書
し
、
俳
句
の
内
容
に
合
っ
た
挿

絵
を
描
い
て
彩
色
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の

代
表
が
自
分
の
俳
句
を
全
員
の
前

で
発
表
し
、
３
人
の
先
生
か
ら
講

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オレオレ詐欺
件数 金額 件数 金額件数 金額件数 金額

融資保証金詐欺架空請求詐欺 還付金等詐欺

６月受理

前年比

本年累計

10

3,899

263

2

8

1

－7,267

3,769

2,090

－４１

20 7

0

－261

297

230

－5

3

1

3,418 378

427

0

6

＜大仁署管内で4月～6月の発生した詐欺の件数および被害額＞ （金額 ： 万円）

日
女

さ
　
　
じ
　
み
ょ
う
し
ん

き
ず
な
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食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日
毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

 1人分
栄養価

作り方材料《 小判型　8個分 》

みんな のひろばんみんみんななな ひろひろひろばみんな のひろばみんな のひろば

＊健康増進課＊

3 歳児健診で虫歯が
ゼロだったお子さんを
紹介します。保育園・幼稚園・こども園の紹介

いい歯のポイント！
　1歳6カ月を過ぎたら、かかりつけの小児歯科医を決めて、歯科健診を受けましょう。歯科健診では、虫歯の有無
以外にも、歯磨きの仕方や食事の話など、子どもの歯の状態に合ったアドバイスが受けられます。また、身近にいる
保護者も定期的に歯科健診を受け、むし歯予防に努めましょう。

◆園の目標 『げんき ゆうき 笑顔 いっぱい』　
　○心身ともに元気な子
　○自分で考え行動する子
　○みんなとなかよく遊べる子
　　　　　 　

揚
げ
は
ん
ぺ
ん

　

～将来は頼れる我が家の名シェフ？～

　お料理の手伝いが好きな小学１年生の息子がいます。中でも包丁で切
る、炒め物をするのが大好き。正直『時短 (時間短縮 )命』の兼業主婦と
しては「親にやらせてよ～」と思ったことが多々ありました。しかし、3、4
年間の辛抱が息子の料理する力を育て、最近は『助手誕生』へと確実に実
を結ぼうとしています。
　伊豆市食育推進会議委員　内藤慶子（静岡県東部健康福祉センター）

①アジまたはイワシの頭を
取り、すり身を作る。
②ジャガイモ、ショウガはす
りおろしておく。
③シイタケはみじん切りに
する。
④ゴボウは皮をこそげ、千
切りにし、アク抜きをす
る。
⑤タマネギ、ニンジンは千
切り、ネギは小口切りに
する。
⑥①にＡと②を入れ、よく
混ぜる。
⑦⑥に③～⑤の野菜類を
入れ、小判型に8個に分
け、油で揚げる。

◆すり身…450ｇ
　（アジまたはイワシ）
◆タマネギ…150ｇ
◆ニンジン…60ｇ
◆シイタケ…3枚
◆ジャガイモ…90ｇ
（または大和芋）
◆ゴボウ…40ｇ
◆ショウガ…30ｇ
◆ネギ…40ｇ
◆A ◇卵…1個
      ◇小麦粉…大さじ2.5
　　◇さとう…大さじ2
　　◇みそ…大さじ2
　　　　
　
　  

　
熊
坂
保
育
園
は
、近
隣
に
小
学
校
や
狩
野
川
公
園
、神

社
や
お
寺
な
ど
が
あ
り
、修
善
寺
道
路
の
横
に
位
置
し
て

い
ま
す
。北
に
は
、城
山
が
そ
び
え
、田
畑
や
川
な
ど
の
自

然
が
あ
ふ
れ
、と
て
も
よ
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
園
に
は
、１
歳
児
か
ら
5
歳
児
の
園
児
が
就
園
し
て
い

ま
す
。

○
人
と
の
か
か
わ
り

・
異
年
齢
児
の
友
達
と
遊
び
を
進
め
る
環
境

・
人
の
話
を
聞
い
た
り
人
前
で
話
し
た
り
す
る
場

○
遊
び
の
充
実

・
友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
共
通
体
験
の
場

・
興
味
関
心
を
持
ち
体
験
、
挑
戦
す
る
遊
び

熊坂保育園熊坂保育園

◇エネルギー…318kcal　◇カルシウム…93mg
◇たんぱく質…19.3g　◇脂質…20.8g　◇食塩相当量…0.7ｇ

揚
げ
は
ん
ぺ
ん

　
　

〜
外
は
さ
っ
く
り
、中
身
は
も
っ
ち
り
〜

▲ジャガイモの芽かきに挑戦！ ▲年長さんが乳児さんにインタビュー

▲「いらっしゃいませ！「何を食べますか？」 ▲サロン熊坂で地域の人と交流

〜
外
は
さ
っ
く
り
、中
身
は
も
っ
ち
り
〜

●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

（
土
肥
地
区
郷
土
料
理
）

（
土
肥
地
区
郷
土
料
理
）

(本立野）

片山　暉士
ちゃん

（下白岩）

島崎　翔空ちゃん（牧之郷）
遠藤　維颯

ちゃん

（柏久保）

金森　羽南ちゃん（下白岩）

浅田　真穂
ちゃん

三田　裕都
ちゃん 長橋　怜央ちゃん 酒井　埜愛ちゃん

森嶋　遙ちゃん
（青羽根） 和久田　充来

ちゃん

（横瀬）
井村　琉瑚ちゃん

（本柿木）

上田　琥珀ちゃん（本立野）

（青羽根
） （柏久保）

（柏久保） （本立野）

片山　暉士
ちゃん

（下白岩）

島崎　翔空ちゃん（牧之郷）
遠藤　維颯

ちゃん

（柏久保）

金森　羽南ちゃん（下白岩）

浅田　真穂
ちゃん

三田　裕都
ちゃん 長橋　怜央ちゃん 酒井　埜愛ちゃん

森嶋　遙ちゃん
（青羽根） 和久田　充来

ちゃん

（横瀬）
井村　琉瑚ちゃん

（本柿木）

上田　琥珀ちゃん（本立野）

（青羽根
） （柏久保）

（柏久保）

小林　茉里
有ちゃん

（田代）
小林　茉里

有ちゃん
（田代）

朝倉　茉以
ちゃん

朝倉　茉以
ちゃん

（修善寺）（修善寺）

田村　柚花ちゃん田村　柚花ちゃん
（牧之郷）（牧之郷）

犬塚　紗奈ち
ゃん

（筏場）
内田　弓弦ちゃん

（牧之郷）犬塚　紗奈ち
ゃん

（筏場）
内田　弓弦ちゃん

（牧之郷）
菊地　春翠ちゃん

（筏場）

菊地　春翠ちゃん
（筏場）

山下　莉愛ちゃん
（柳瀬）

山下　莉愛ちゃん
（柳瀬）
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2012.821 2012.8 20

お知らせ
■
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胸
部
（
肺
が
ん
、

　

結
核
）
検
診

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
国
民
病
で
す
。
昭
和

56
年
以
降
死
亡
原
因
の
第
1
位
で
あ
り
、
現

在
で
は
、
2
人
に
1
人
が
発
病
し
、
お
よ
そ

３
人
に
１
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
初
期
の

が
ん
で
は
、
自
覚
症
状
が
無
く
、
気
付
い
た

と
き
に
は
、
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
生
き
い
き
プ

ラ
ザ
な
ど
の
公
共
施
設
、
各
地
区
の
公
民
館

な
ど
で
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
８
月
中
旬
に
、

検
診
ア
ン
ケ
ー
ト
で
受
診
を
希
望
し
た
人
や
、

検
診
開
始
学
年
齢
お
よ
び
65
歳
以
上
の
人
へ

受
診
票
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
職
場
な
ど
で

検
診
の
機
会
の
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ

う
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

■
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

　

５
月
末
に
ご
案
内
し
た
医
療
機
関
で
の
健

診
期
間
は
、
８
月
末
ま
で
で
す
。
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

９
月
以
降
に
受
診
す
る
人
は
、
左
記
の
集
団

健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

集
団
健
診
の
日
程
に
つ
い
て
／

○
９
月
20
日
（
木
）・
24
日
（
月
）

　

天
城
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
９
月
21
日
（
金
）
修
善
寺
総
合
会
館

○
９
月
26
日
（
水
）
狩
野
ド
ー
ム

○
10
月
６
日
（
土
）
中
伊
豆
温
泉
病
院

○
10
月
９
日
（
火
）
中
伊
豆
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

○
10
月
13
日
（
土
）
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

○
10
月
19
日
（
金
）
土
肥
保
健
セ
ン
タ
ー

受
診
方
法
／
右
記
の
会
場
で
は
、
特
定
健
診
・

高
齢
者
健
診
と
併
せ
て
、
胸
部
・
胃
・
大
腸
・

前
立
腺
が
ん
検
診
お
よ
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

も
受
診
で
き
ま
す
。
特
定
健
診
と
一
緒
に
受

診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６　

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費

助
成
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

左
記
の
対
象
の
皆
さ
ん
は
、
重
度
心
身
障

害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
金
受
給
者
証
の
交

付
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
給
者

証
が
交
付
さ
れ
る
と
、
医
療
機
関
な
ど
で
保

険
診
療
を
受
け
た
場
合
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
一
部
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
／

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
内
部
障
害
３
級
の
人

○
療
育
手
帳
Ａ
の
人

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
手
当
を
受
け

　

て
い
る
人

助
成
額
／
１
カ
月
１
医
療
機
関
あ
た
り

５
０
０
円
の
自
己
負
担
分
を
差
し
引
い
た
金
額

（
薬
局
分
の
負
担
は
な
し
）

※
障
害
３
級
の
人
は
、
内
部
障
害
に
関
す
る

　

医
療
費
の
み
を
助
成
し
ま
す
。

※
『
高
額
医
療
費
』
や
『
家
族
療
養
付
加

　

給
付
』
な
ど
の
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合

　

は
、
そ
の
給
付
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を

　

助
成
し
ま
す
。

※
所
得
の
状
況
に
よ
り
助
成
が
受
け
ら
れ
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
給
者
証
更
新
に
つ
い
て
／
現
在
、
お
持
ち

の
受
給
者
証
は
、
９
月
末
日
ま
で
の
有
効
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新
の
案
内
は
後
日

通
知
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

障
害
に
関
す
る
各
種
手
当
を

ご
存
じ
で
す
か
？

対
象
者
／

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　

身
体
、
知
的
、
精
神
に
重
度
ま
た
は
中
度

の
障
害
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
人

【
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
】

　

身
体
、
知
的
、
精
神
に
著
し
く
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
に
、
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
し
、
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人
・
児
童

※
各
手
当
と
も
に
所
得
の
状
況
な
ど
に
よ
っ

て　

は
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
月
額
／

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当
…

　

１
級
５
０
４
０
０
円
、
２
級
３
３
５
７
０
円

〇
特
別
障
害
者
手
当
…
２
６
２
６
０
円

〇
障
害
児
福
祉
手
当
…
１
４
２
８
０
円

支
給
期
日
／

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当
…

　

４
月
・
８
月
・
11
月
の
11
日

〇
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

…
５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
の
10
日

そ
の
他
／
現
在
、
各
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

る
人
（
所
得
状
況
に
よ
り
手
当
が
支
給
停
止

さ
れ
て
い
る
人
も
含
む
）
は
、
毎
年
８
月
11

日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
の
間
に
、
所
得
状
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
の
案
内
は

後
日
、
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
届
出
が
遅
れ

る
と
一
時
的
に
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

自
分
自
身
や
大
切
な
人
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

健
（
検
）
診
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

←  　30cm以下　  →
（柄の長さを含めず）

【フライパン・鍋など】

▲ 30㎝以下の場合は『缶
以外の金属』として集積
所へ

　【傘（30cm超）】
　ビニール、布などは外
し、半分に折り曲げて
ください。

▲ビニール・布（右）な
どは『燃やせるごみ』、骨
（左）は『缶以外の金属』
として集積所へ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
と

定
時
支
払
い
に
つ
い
て

　

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月

に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い

る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
況

届
は
、
事
前
に
対
象
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

受
付
期
日
・
場
所
／
８
月
１
日
（
水
）
〜
８

月
31
日
（
金
）・
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所

８
月
定
時
払
（
４
月
〜
７
月
分
）
／
８
月
10

日
（
金
）
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
行
い
、

不
妊
で
お
悩
み
の
ご
夫
婦
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象
者
／
法
律
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
夫
婦

ど
ち
ら
か
が
伊
豆
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

対
象
と
な
る
治
療
／
4
月
1
日
か
ら
平
成

25
年
3
月
31
日
ま
で
に
受
診
し
た
一
般
不

妊
治
療
費
お
よ
び
特
定
不
妊
治
療
費
の
う
ち
、

第
１
子
、
第
２
子
を
対
象
と
し
た
不
妊
治
療

※
ご
夫
婦
の
治
療
費
は
合
算
で
き
ま
す
。

助
成
額
／
1
年
度
あ
た
り
上
限
10
万
円
を

支
払
額
に
応
じ
て
通
算
5
年
間
助
成
し
ま
す
。

（
県
の
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
実
際
に

支
払
っ
た
額
か
ら
県
の
補
助
金
を
控
除
）

そ
の
他
／
平
成
25
年
３
月
末
日
ま
で
に
申
請

が
必
要
で
す
。
治
療
費
が
10
万
円
を
超
え
た

場
合
は
、
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つい
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

『
し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
事

業
』
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

協
賛
店
舗
で
、
買
い
物
な
ど
を
し
た
人
に
、

抽
選
で
素
敵
な
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

応
募
期
間
／
８
月
16
日
（
木
）
〜
９
月
15
日

（
土
）

応
募
資
格
／
静
岡
県
民
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
中
に
、
異
な
る
３
つ
の
事
業
協
賛
店
舗
な

ど
で
合
計
２
千
円
以
上
の
買
い
物
を
し
た
人

※
カ
ー
ド
が
無
い
場
合
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法
／
レ
シ
ー
ト
（
領
収
書
）
を
添
付

し
た
応
募
用
紙
（
協
賛
店
舗
・
市
窓
口
に
配

置
）
を
封
筒
に
入
れ
て
応
募

そ
の
他
／
詳
細
は
静
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
こ
ど
も
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
７
０

安
全
な
医
療
の
た
め
献
血
に
ご
協
力
を

と
き
・
と
こ
ろ
／
８
月
２
日
（
木
）
９
時
30

分
〜
12
時
・
市
役
所
本
庁

８
月
19
日
（
日
）
10
時
〜
12
時
・
13
時
15
分

〜
16
時
・
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
修
善
寺
店

献
血
の
種
類
／
４
０
０
ml　

２
０
０
ml

そ
の
他
／
献
血
手
帳
、
献
血
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

今
年
も
『
Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
伊
豆
収
穫
祭
＆

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
伊
豆
』
を
開
催

と
き
／
11
月
25
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
天
城
ド
ー
ム
お
よ
び
そ
の
周
辺

そ
の
他
／
詳
細
は
後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
２

就
業
構
造
基
本
調
査
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、
就
業
構

造
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
員

が
９
月
上
旬
か
ら
対
象
と
な
る
調
査
区
を
訪

問
し
、
世
帯
主
の
氏
名
や
住
所
を
確
認
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
／
一
定
方
法
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た
世
帯

実
施
方
法
／

①
９
月
上
旬
か
ら
事
前
準
備
の
た
め
、
対
象

　

調
査
区
を
訪
問

②
９
月
中
旬
か
ら
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調

　

査
票
を
配
布

③
10
月
上
旬
か
ら
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調

　

査
票
を
回
収

調
査
項
目
／
就
業
・
不
就
業
な
ど
の
労
働
状

況
、
育
児
・
介
護
な
ど
の
生
活
状
況
な
ど

※
個
人
情
報
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
厳
重
に

　

保
護
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

田
方
広
域
都
市
計
画
変
更

に
係
る
公
聴
会

　

①
『
火
葬
場
（
伊
豆
聖
苑
）
の
区
域
変

更
』
お
よ
び 

②
『
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
』

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

公
聴
会
に
つ
い
て
／

　

と
き
／
８
月
23
日
（
木
）
①
14
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

②
15
時
〜

　

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

公
述
申
出
に
つ
い
て
／
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
人
は
、
８
月
16
日
（
木
）
17
時
15
分

（
必
着
）
ま
で
に
、
意
見
の
要
旨
お
よ
び
そ

の
理
由
な
ら
び
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
を
記

載
し
た
書
面
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

原
案
の
閲
覧
場
所
／
土
地
対
策
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

公
聴
会
の
中
止
／
公
述
申
出
期
間
に
申
し

出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
公
聴
会
を
中
止
し

ま
す
。
開
催
の
有
無
に
つい
て
は
、
８
月
20
日

（
月
）
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
６

集
積
所
に
排
出
す
る

ご
み
の
出
し
方
の
お
願
い 

　

集
積
所
に
は
、
30㎝
を
超
え
る
粗
大
ご
み
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
次
の
品
目
に
つ
い

て
は
、
注
意
し
て
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７
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八
月
の
近
代
日
本
画

　

８
月
の
展
示
は
、
屏
風
の
大
画
面
に
爽
や

か
な
葡
萄
を
描
い
た
作
品
を
は
じ
め
、
江
戸

後
期
の
三
人
の
文
人
が
京
都
鴨
川
で
清
談
す

る
情
景
を
描
い
た
作
品
な
ど
、
夏
の
季
節
に

相
応
し
い
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

展
示
作
品
／

『
葡
萄
』
新
井
勝
利
、
六
曲
一
隻
屏
風

（
昭
和
５
年
）

『
波
に
鵜
』
石
井
林
響
、
六
曲
一
隻
屏
風

（
昭
和
40
年
代
）

『
鴨
川
夜
情
』
安
田
靫
彦
（
昭
和
９
年
ご
ろ
）

『
寒
山
子
』
石
井
林
響
（
明
治
末
〜
大
正
初
期
）

『
牧
羊
』
今
村
紫
紅
（
明
治
43
年
ご
ろ
）

『
孫
悟
空
』
今
村
紫
紅
（
大
正
元
年
ご
ろ
）

☆
見
ど
こ
ろ

　

安
田
靫
彦
が
描
い
た
『
鴨
川
夜
情
』
は
、

江
戸
時
代
後
期
の
文
人
画
家
田
能
村
竹
田
と
、

彼
と
交
流
の
深
か
っ
た
儒
学
者
で
漢
詩
人
の

頼
山
陽
、
陶
工
で
南
画
家
の
青
木
木
米
の
３

人
が
京
都
鴨
川
で
清
談
を
交
わ
す
情
景
を
描

い
た
作
品
で
す
。
昭
和
７
年
の
第
３
回
七
絃

会
展
に
本
図
と
よ
く
似
た
同
題
の
作
品
（
茨

城
県
近
代
美
術
館
蔵
）
が
出
品
さ
れ
て
お
り
、

本
図
は
そ
の
試
作
品
と
し
て
描
か
れ
た
も
の

で
す
。
後
に
加
筆
さ
れ
、
昭
和
９
年
に
新
井

旅
館
の
相
原
寛
太
郎
氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

展
示
期
間
／
8
月
３
日
（
金
）
〜
９
月
４
日
（
火
）

９
時
〜
16
時
（
木
曜
休
館
）

無
料
開
放
／
８
月
21
日
（
火
）　

県
民
の
日

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
１
５
０
円

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎
（
72
）
１
９
３
４

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

夏
の
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

　

全
国
大
会
出
場
な
ど
の
実
績
の
あ
る
日
大

三
島
高
校
放
送
部
に
よ
る
怖
い
お
は
な
し
会

を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
修
善
寺
図

書
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
／
８
月
５
日
（
日
）
15
時
30
分
〜

と
こ
ろ
／
修
善
寺
図
書
館
視
聴
覚
室

対
象
／
一
般
成
人

問
合
せ
／
修
善
寺
図
書
館
☎
（
72
）
９
８
６
８

み
ん
な
で
歌
お
う
！

『
唱
歌
』
斉
唱
教
室

　

み
ん
な
で
懐
か
し
の
童
謡
、
唱
歌
を
歌
い

ま
し
ょ
う
。
月
に
1
回
の
教
室
で
す
。

と
き
／

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン
…

　

9
月
24
日
（
月
）
13
時
30
分
〜
15
時

※
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
費
の
徴

　

収
、
講
座
の
進
め
方
の
説
明
、
体
験
教
室

　

を
行
い
ま
す
。

※
参
加
で
き
な
い
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

○
斉
唱
教
室
…
10
月
29
日
・
11
月
19
日
・
12

　

月
17
日
・
1
月
21
日
・
2
月
18
日
（
月
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
一
般
成
人
40
人
程
度

講
師
／
杉
山 

晴
美
さ
ん

参
加
費
／
２
０
５
０
円

（
教
材
費
、
全
受
講
料
含
む
）

申
込
方
法
／
平
日
の
9
時
か
ら
17
時
の
間
に
、

電
話
で
社
会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

シ
ニ
ア
向
け
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室

　

電
話
の
か
け
方
や
メ
ー
ル
、
カ
メ
ラ
機
能
の
使

い
方
、『
振
り
込
め
詐
欺
』、
災
害
時
に
も
慌

て
な
い
身
を
守
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま

す
。
家
族
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
図
書
館

の
資
料
検
索
に
も
役
に
立
ち
ま
す
。

と
き
／
９
月
27
日
（
木
）
9
時
30
分
〜
12
時

と
こ
ろ
／
修
善
寺
図
書
館
視
聴
覚
室

定
員
／
20
人

そ
の
他
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
『
ら
く
ら
く
ホ
ン
』

を
使
用
し
ま
す
。
携
帯
電
話
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
み
／
電
話
に
て
8
月
14
日
（
火
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
／
修
善
寺
図
書
館
☎
（
72
）
９
８
６
８

英
会
話
教
室
参
加
者
募
集

　

伊
豆
市
交
流
協
会
で
は
、
楽
し
く
気
軽
に

英
話
を
学
べ
る
英
会
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

外
国
人
講
師
に
よ
る
ハロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス

な
ど
の
イ
ベン
ト
も
毎
月
開
催
し
ま
す
。

ク
ラ
ス
／

○
初
級
…
中
学
英
語
で
楽
し
む
英
会
話

○
中
級
…A

dvanced Conversation Practice

と
き
／
9
月
5
日
〜
平
成
25
年
2
月
13
日
の

毎
週
水
曜
日
※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

初
級
…
19
時
〜
19
時
50
分

中
級
…
20
時
〜
20
時
50
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
楽
し
く
英
語

を
学
び
た
い
人

講
師
／
ア
ナ
・
シ
ュー
ビ
ン
先
生

（
中
伊
豆
中
学
校
在
勤)

参
加
料
／
会
員
５
千
円
、
非
会
員
８
千
円

定
員
／
各
ク
ラ
ス
先
着
20
人

（
会
員
、
市
民
を
優
先
）

申
込
方
法
／
８
月
22
日
（
水
）
ま
で
に
、
①

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
住
所
③
電
話
番
号

④
希
望
の
ク
ラ
ス
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み・問
合
せ
／
伊
豆
市
交
流
協
会
事
務

局 

☎（
72
）９
９
１
１  

Ｆ
Ａ
Ｘ（
72
）９
９
０
９

kouryu@
city.izu.shizuoka.jp

中
国
語
教
室
参
加
者
募
集

　

伊
豆
市
交
流
協
会
で
は
、
基
礎
か
ら
学
ぶ
中

国
語
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
正
し
い
発
音
や
簡

単
な
日
常
会
話
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
10
月
４
日
〜
12
月
６
日
の
毎
週
木
曜

日 

19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
あ
い
さ
つ
、
自
己
紹
介
、
日
常
会
話

な
ど
基
本
的
な
レ
ベル

講
師
／
小
林 

仁
美
さ
ん
（
台
湾
出
身
）

参
加
料
／
会
員
３
千
円
、
非
会
員
５
千
円

定
員
／
20
人
程
度

申
込
方
法
／
９
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
、
①

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
住
所
③
電
話
番
号
④

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み・問
合
せ
／
伊
豆
市
交
流
協
会
事
務

局 

☎（
72
）９
９
１
１  

Ｆ
Ａ
Ｘ（
72
）９
９
０
９

kouryu@
city.izu.shizuoka.jp

Q　

70
歳
か
ら
利
用
で
き
る
、
お
得
な
バ

ス
乗
車
券
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
詳

し
く
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？

　　　A　　　
『
い
き
い
き
パ
ス
』
が
あ
り
ま
す
。

　
　

伊
豆
市
在
住
で
、
満
70
歳
以
上
83
歳

未
満
の
人
（
平
成
24
年
３
月
31
日
現

在
）
は
、『
い
き
い
き
パ
ス
』
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
パ
ス
は
、

市
内
の
路
線
バ
ス
（
東
海
バ
ス
、
伊
豆

箱
根
バ
ス
）
１
回
の
乗
車
が
、
１
０
０

円
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　

こ
の
機
会
に
、
買
い
物
、
通
院
、
お

友
達
と
の
外
出
な
ど
有
効
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

購
入
場
所
／

○
修
善
寺
駅
東
海
バ
ス
営
業
所

○
土
肥
花
時
計
横
東
海
バ
ス
営
業
所

○
天
城
温
泉
会
館
内
東
海
バ
ス
営
業
所

購
入
時
の
持
ち
物
／
顔
写
真
２
枚
（
カ
ラ

ー
・
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
）、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）、

ご
希
望
の
パ
ス
料
金

料
金
／
３
カ
月
券
…
５
千
円
、
６
カ
月
券

…
９
千
円
、
１
年
券
…
１
３
５
０
０
円

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

募

　
　集

クリーム色
↓
藤色

藤色
↓
緑色

８
月
か
ら
国
保
受
給
者
証
・
後
期
高

齢
者
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

○
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　

対
象
は
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。

　

ク
リ
ー
ム
色
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
末
で
す
。
８
月
か
ら
は
、
郵
送
し
た
藤

色
の
受
給
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

対
象
は
、
75
歳
以
上
の
人
と
障
害
認
定
に

よ
り
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。

　

藤
色
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７

月
末
で
す
。
８
月
か
ら
は
、
郵
送
し
た
緑
色

の
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
、10
月
31
日
（
水
）

ま
で
市
内
山
中
に
お
い
て
『
銃
』
や
『
わ
な
』

を
使
用
し
た
捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
作
業
は
安
全
対
策
に
十
分
配
慮
し
て

実
施
し
ま
す
が
、
山
仕
事
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
山

に
入
る
際
は
、
目
立
つ
服
装
や
音
の
出
る
も

の
を
身
に
付
け
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
（
72
）
９
８
９
３

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
募
集

　

市
で
は
、
中
伊
豆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養

成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

全
課
程
修
了
者
に
は
、
厚
生
労
働
省
の
定

め
る
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程
修

了
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

受
講
期
間
／
開
講
式
…
９
月
１
日
（
土
）

閉
講
式
…
12
月
22
日
（
土
）

※
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
を
利
用
し
た
１
日

　

６
時
間
か
ら
８
時
間
の
講
座
で
す
。

と
こ
ろ
／
中
伊
豆
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
中
伊

豆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
生
き
い
き

プ
ラ
ザ

対
象
者
／
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

○
伊
豆
市
ま
た
は
近
隣
市
町
在
住
で
、
家
族

　

介
護
や
介
護
職
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え

　

て
い
る
人
（
市
民
を
優
先
）

○
す
べ
て
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
履
修
で
き
る
人

※
年
齢
、
性
別
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

定
員
／
30
人

費
用
／
１
万
５
千
円
（
受
講
料
、
保
険
料
、

施
設
利
用
費
、
テ
キ
ス
ト
料
を
含
む
）

申
込
期
間
／
8
月
1
日
（
水
）
〜
8
月
17
日

（
金
）

※
募
集
要
項
や
申
込
書
は
、
長
寿
介
護
課
、

　

各
支
所
に
備
え
置
き
ま
す
。

問
合
せ
／
中
伊
豆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
セ
ン
タ

ー
経
営
企
画
課
☎
（
83
）
２
１
１
１

長
寿
介
護
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

青
少
年
健
全
育
成
に
係
る

表
彰
候
補
者
募
集

　

市
で
は
、
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
に
開
催

さ
れ
る
『
青
少
年
健
全
育
成
大
会
』
の
中
で
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
な
ど
で
優
れ

た
業
績
を
残
し
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
ま

す
。

　

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
該
当
す
る

人
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
対
象
／

○
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
善
行
の
各
分

　

野
で
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
個
人
や
団
体

○
青
少
年
指
導
者
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
個

　

人
や
団
体

推
薦
方
法
／
社
会
教
育
課
に
あ
る
推
薦
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

に
つ
い
て
は
対
象
の
大
会
の
要
綱
な
ど
を
必
ず

添
付
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
表
彰
基
準
や
推
薦
書
様
式
な
ど
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
／
9
月
28
日
（
金
）

候
補
者
の
決
定
／
教
育
委
員
会
で
決
定

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６
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（７月、土肥にて撮影）

 『天王祭』歴史を受け継ぐ子どもたち 『天王祭』歴史を受け継ぐ子どもたち

　みこしを担ぎ、勇ましい
姿の子どもたち。これから
も多くの子どもたちがみこ
しを担ぎ、『天王祭』を後生
に引き継いでほしいです。
勝呂　宗弘さん（70代・男性）

伊豆市の人口

※（　）内は前月比

平成24年
6月1日現在

男 　　16,442人 （－5）

女　　17,933人 （－21）

計　　34,375人 （－26）

世帯数 13,581世帯 （+4）

だよりvol.17

サイクルレジャーの
聖地を目指して！

　日本サイクルスポーツセンターの日本初屋内型板張
り自転車競技場『伊豆ベロドローム』で、全日本自転車
競技選手権大会が開催されます。
　この大会はプロの競輪選手やアマチュアのトップ選
手が出場し、日本一を決める大会です。
　ロンドンオリンピックと同仕様の板張り自転車競技場
での大会ですので、見応え十分です。また、この大会は
市民入場無料です。
　自転車に興味のある人、ない人もこの機会に日本で
一つしかない屋内型板張り自転車競技場『伊豆ベロド
ローム』にお越しください。

【第15回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース】
開催日／8月24日（金）・25日（土）・26日（日）３日間
競技開始時間／９時～
入場料／市民は無料　※ドーム入場の際に住所の
分かる物（免許証など）をお持ちください。
市外の人は500円（中学生以下は無料）

【2012年ＪＯＣジュニアオリンピックカップ自転車競技大会】
開催日／8月11日（土）・12日（日）の2日間
競技開始時間／8時30分～
入場料／無料

皆さんの写真をお待ちしています。投稿方法は市ホームページをご覧ください。

歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち
（７月、土肥にて撮影）

歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち

　みこしを担ぎ、勇ましい
姿の子どもたち。これから姿の子どもたち。これから
も多くの子どもたちがみこ
しを担ぎ、『天王祭』を後生
に引き継いでほしいです。
勝呂　宗弘さん

皆さんの写真をお待ちしています。投稿方法は市ホームページをご覧ください。

（７月、土肥にて撮影）

歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち歴史を受け継ぐ子どもたち

　みこしを担ぎ、勇ましい
姿の子どもたち。これから姿の子どもたち。これから
も多くの子どもたちがみこ
しを担ぎ、『天王祭』を後生
に引き継いでほしいです。
勝呂　宗弘さん

　この大会はプロの競輪選手やアマチュアのトップ選
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での大会ですので、見応え十分です。また、この大会は

　自転車に興味のある人、ない人もこの機会に日本で
一つしかない屋内型板張り自転車競技場『伊豆ベロド

【第15回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース】
8月24日（金）・25日（土）・26日（日）３日間

　ロンドンオリンピックと同仕様の板張り自転車競技場
での大会ですので、見応え十分です。また、この大会は

　自転車に興味のある人、ない人もこの機会に日本で
一つしかない屋内型板張り自転車競技場『伊豆ベロド
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まちかど

プロジェクト
最前線！

市の主要事業を紹介するコーナーです。

～もしもの時に備えて～ 

　申込み・問合せ　
社会福祉課　　　☎（７２）９８６２　中伊豆支所　☎（８３）１１１１
天城湯ケ島支所　☎（８５）１１１１　土肥支所　　☎（９８）１１１１

　市では災害時に自ら災害に
関する情報を得ることが困難
な人、また自ら安全な場所へ
避難することが困難な人を把
握し、災害発生時に的確な対
応を行うため、国や県の指導
に基づいて『災害時要援護者
台帳』を整備しています。
◆『災害時要援護者』とは
　一般的には、一人暮らしや、
寝たきりなどの高齢者、障害者、傷病者などが該当となります。
◆情報提供について
　『災害時要援護者台帳』には『災害時要援護者』の住所、氏
名、電話、状態、緊急時連絡先などが記載され、その情報は、災
害時に迅速・的確な対応を行うため、市役所内の関係課、民生委
員、消防署、警察署、区・自主防災会、消防団へ提供されます。こ
のことは、本人や関係者の同意を得て登録されることになって
おり、ほかに提供したり目的外に利用されることはありません。

『災害時要援護者台帳』について 

　問合せ　政策推進課☎（72）1187

日本サイクルスポーツセンターの日本初屋内型板張
り自転車競技場『伊豆ベロドローム』で、全日本自転車

全日本自転車競技選手権大会
in『伊豆ベロドローム』

  問合せ　 観光交流課☎（72）9911　
インターネットは…　　サイクルメッカ伊豆　　　検索

◎今月の表紙
その美しさにココロが和みます

　今月の表紙は、笑顔を見せる
冨田盛敏さんのお孫さんと『蓮
の花』です。こちらは、中伊豆の
上白岩（元村）で『蓮の花』を栽培
している冨田さんの田んぼで
す。冨田さんは、「みんなの笑顔
が見たいから頑張って栽培して
いる」と笑顔で話してくれました。

災害時要援護者台帳制度
登録の同意

台帳登録者

災害時の支援台帳開示 台帳開示

自主防災会など 民生・児童委員協力

伊豆市

台帳
対象者
希望者

2012.8 24



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2012／H24
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●婦人科検診・骨密度検診 
(生きいきプラザ)

●市民課窓口延長（本庁）
●図書館開館延長
（修善寺図書館）

●1.6歳児検診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●伊豆市総合防災訓練
（市内全域）

●婦人科検診・骨密度検診
（土肥支所）

●婦人科検診・骨密度検診
（天城保健福祉センター）

●2歳・2.6歳児検診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●図書館開館延長
（修善寺図書館）

●市民課窓口延長（本庁）
●図書館開館延長
（修善寺図書館）

●健康相談
（天城保健福祉センター）

●健康相談
（生きいきプラザ）

●婦人科検診・骨密度検診 
(生きいきプラザ)

●地区対抗ソフトボール大会 
（天城ふるさと広場ほか）

●市民課窓口延長（本庁）
●図書館開館延長
（修善寺図書館）

●健康相談
（土肥保健センター）

●修善寺図書館休館日
●婦人科検診・骨密度検診
（中伊豆交流センター）

●健康相談
（中伊豆ふれあいプラザ）

●グラウンド・ゴルフ交流大会
（丸山スポーツ公園野球場） ●修善寺図書館祝日開館日

月9

●上下水道料金（天城・中伊豆・土肥）………  25日
●土肥地区温泉料金  ……………………………   25日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 火曜日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日
● 万 天 の 湯 … 木曜日



　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『修善寺子育て支援センター』と『すいすい』は、９時～１５時

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／26日（水）9時40分～11時40分
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／11日（火）9時～12時　
ところ／中伊豆支所、土肥支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／11日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
サポートセンターゆめワーク☎（75）5600
伊豆医療福祉センター☎055（949）1418

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／8日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

※緊急の場合は１１９

9月
休日当番医

 2日 中島病院（松ヶ瀬）☎(87)0333
 9日 つちやクリニック（伊豆の国市田京）☎(77)1511 
 16日 田京診療所（伊豆の国市田京）☎(76)3201
 17日 大仁クリニック（伊豆の国市大仁）☎(76)2556
 22日 南雲整形外科クリニック（柏久保）☎(72)3111
 23日 西脇内科（伊豆の国市大仁）☎(76)3712
 30日 大和堂医院（修善寺）☎(72)0015 　 

 園庭開放 　　  実施日
 修善寺東保育園 　第1・3火曜日
 熊坂保育園 　第2・4火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日
 原保保育園 　毎週金曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびくらぶ（天城保健センター） 毎週月・水・金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週火・水・木曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週月・金曜日

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　9日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  7日・21日(金)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　8日・22日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　13日・27日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　15日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはないかい(天城)0歳～3歳
　 1３日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　8日・22日(土)10時30分～11時

9
16日　　イセエビ漁解禁／土肥

21日　　修禅寺弘法市／修禅寺境内

22日～10月31日　温泉街菊花まつり／修善寺温泉街

8月～９月　ブーゲンビリア・ハイビスカス展

　　　　　　　／中伊豆・天城高原ベゴニアガーデン

　　　　　　

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

16日　　イセエビ漁解禁／土肥

21日　　修禅寺弘法市／修禅寺境内

22日～10月31日　温泉街菊花まつり／修善寺温泉街

8月～９月　ブーゲンビリア・ハイビスカス展

　　　　　　　／中伊豆・天城高原ベゴニアガーデン

　　　　　　

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

16日　　イセエビ漁解禁／土肥

21日　　修禅寺弘法市／修禅寺境内

22日～10月31日　温泉街菊花まつり／修善寺温泉街

8月～９月　ブーゲンビリア・ハイビスカス展

　　　　　　　／中伊豆・天城高原ベゴニアガーデン

　　　　　　

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

修善寺子育て支援センター（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
子育て支援センター『すいすい』（認定こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！



みんなの掲示板みんなの掲示板

種目／ミックスダブルス
Ａクラス一般、Ｂクラス初中級レベル
とき／８月１９日（日）９時～　
※雨天中止
ところ／狩野川記念公園テニスコート
参加料／１組　３,０００円
申込み方法／８月１７日（金）必着で、下記へ郵
送または加盟団体にお申し込みください。
申込み・問合せ／伊豆市テニス協会　足立仁
〒410-2411 伊豆市熊坂 66　☎（７２）１９０９

❖第４回伊豆市ミックスダブルス
テニス選手権出場者を募集します

　集団でのキャンプ生活を通して、ハイキング
やネイチャーゲームなどの自然体験プログラム
を楽しみながら、仲間意識や友情を育む２泊３日
の自然塾です。
とき／９月１5日（土）～９月１7日（月・祝）
ところ／萬城の滝キャンプ場およびその周辺
対象／小学校４・5・6年生
定員・参加費／３６人・１２,０００円（当日集金）
その他／申込方法などの詳細は、お問い合わせ
ください。
申込み・問合せ／伊豆市観光協会修善寺支部　
伊豆自然塾実行委員会☎（72）2501
ホームページは… 伊豆自然塾　　      検索

　携帯電話からも内容を確認できます。
　右記のＱＲコードをご利用ください。

❖伊豆自然塾オータムキャンプ
参加者募集（8月31日募集締切）

❖第36回全国育樹祭併催行事
『育林技術交流集会』開催

❖夏だ！！プールでお祭りさわぎ
ふれっぷ夏祭りにご来場ください

【航空学生】　
応募資格／高校卒（見込含む）２１歳未満
受付期間／８月１日（水）～９月７日（金）
採用試験日／９月２２日（土）
【一般曹候補生】
応募資格／１８歳以上２７歳未満
受付期間／８月１日（水）～９月７日（金）
採用試験日／９月１７日（月・祝）
【自衛官候補生】
応募資格／１８歳以上２７歳未満
受付期間／８月１日（水）～９月７日（金）
採用試験日／男子：９月１７日（月・祝）
女子：９月２３日（日）

※応募資格の年齢はいずれも平成２５年４月１日
　現在とします。
問合せ／自衛隊静岡地方協力本部三島募集案
内所☎０５５（９８９）９１１１

　見えない世界にも無限の世界が広がっている
んだよ！パントマイムで表現力をつけよう。
とき／8月25日（土）
○小学1～6年（低学年は保護者同伴)：13時～
14時30分
○小学4～6年、中学生：15時～16時30分
ところ／生きいきプラザ
定員／先着各回30人
受講料／無料
申込方法／はがき、FAXまたはEメールで参加
者氏名、学年、郵便番号、住所、電話番号、講座
時間を明記の上、ご応募ください。
申込み／〒410-2413　
伊豆市小立野45-1水谷方『いしをみがく会』
FAX（72）6488
mail:m-stone.rm@viola.ocn.ne.jp
問合せ／『いしをみがく会』　代表　水谷
☎（72）0492

❖ふじのくに子ども芸術大学
受講者募集案内

❖自衛官募集
防衛省自衛隊各種試験のご案内

❖テニスを生涯スポーツに！
伊豆市テニス教室参加者募集

 今年の秋、静岡県で開催す
る『第36回全国育樹祭』の
併催行事として、『育林技
術交流集会』が天城ドーム
で開催されます。
とき／11月10日（土）
9時45分～12時30分
ところ／天城ドーム
内容／
○特別講演
　講師：ミス ユニバース 2007　森理世さん
○パネルディスカッション
　『ふじのくに森林を守り育てる人づくりの取り
　組み～今私たちにできること～』
コーディネーター：有馬孝禮さん（東京大学
名誉教授）
パネリスト：牧大介さん（西粟倉・森の学校
代表取締役）、水谷伸吉さん（一般社団法人
more trees事務局長）、仲尾浩さん（（有）愛
美林代表取締役）、森理世さん(ミス ユニバ
ース 2007）
募集人数／先着800人（どなたでも参加できます）
応募方法／いずれかにより申し込みください。
○住所、氏名、連絡先を記入し、郵送、ＦＡＸまた
　はメール
○全国育樹祭ホームページから電子申請
入場料／無料
交通案内／伊豆箱根鉄道修善寺駅などから無
料シャトルバスを運行します。
※当日は交通規制が行われます。できる限りシ
　ャトルバスの利用をお願いします。
同時開催／サテライト会場イベントが同じ天城
ドーム内で開催されます（入場自由）。お手入
れ行事の様子を上映するほか、木製品販売、親
子木工体験、地域の特産品販売などを実施し
ます。
申込み・問合せ／
第36回全国育樹祭静岡県実行委員会事務局
☎054（221）2628　ＦＡＸ054（221）2740
e-mail：ikujusai36@pref.shizuoka.lg.jp
ＨＰ：『第36回全国育樹祭』で検索してください。

とき／8月26日（日）13時～18時
ところ／中伊豆室内温水プール
内容／
○ステージ発表（15時～18時）
　新体操の発表（ミラクル）、フラダンスwithウ
　クレレ（スタッフ・教室の生徒さん）、HIP・HOP
　（教室の生徒さん）、一輪車、和太鼓演奏（伊豆
　総合高校郷土芸能部）
○模擬店（13時～17時30分）
　タピオカジュース、焼きそば、パン、まりちゃん
　コロッケなど
※今年はフリーマーケットを開催し、売り上げは
　義援金として東北へ寄付します。
○体験会（13時～15時）
　木で物作り体験会、ミサンガ作り、フラダンス
　体験教室など
問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

　市民以外の参加者も大歓迎です。
日程／各コース全10回
※雨天の場合は順延
○一般（8月27日～10月29日の毎月曜日）
○小学生（8月30日～11月1日の毎木曜日）
時間／一般：19時30分～21時
小学生：19時15分～20時45分
ところ／狩野川記念公園テニスコート
講師／日本体育協会公認テニス指導員、伊豆市
テニス協会指導員
募集人員／一般：先着28人　小学生：先着25人
受講費／一般：6,000円　小学生：5,000円
※保険代は含みません。教室初日に集金します。
持ち物／硬式ラケット、テニスシューズまたは底
の平たい靴
申込み・問合せ／伊豆市テニス協会　担当：大川
☎090（4265）7014

　

【QRコード】



❖夏休み手話教室 参加者募集!!
無料手話教室を開催します

　手づくりを楽しむ交流の場として『手づくり
市』を開催します。8 月 31 日（金）までに下
記要項をはがきに記入の上、ご応募ください。
とき／ 10 月27日（土）・28日（日）
ところ／修禅寺境内および書院
出展料／ 2日間で6,000 円
要項／氏名、住所、電話番号、店名、出展品名
申込み・問合せ／〒410-2416 伊豆市修善寺
3431 手づくり実行委員会　杉山☎（72）2033

❖『たけのこ母さん夏の贈り物』
ご注文ありがとうございました！

　日ごろの感謝を込めて、市民を対象に流水プ
ールの特別割引を実施します。
割引期間／8月31日（金）まで
料金／500円（入場料+プール使用料）
※大人・小人共通です。
その他／入場ゲートで、免許証、保険証、学生証
などの市民を証明するものを提示してください。
小人だけのご利用はできません。
問合せ／サイクルスポーツセンター
☎（79）0001

高い就職率のテクノカレッジで『技術・技能』
を身に付けよう！
２年生訓練／機械技術科、情報技術科、電子技術科
申込期間／第１期８月２０日（月）～９月１２日（水）
試験日／第１期９月２０日（木）
※ほかに年度内で第２期～第４期まであります。
対象／就職に意欲のあるおおむね３０歳以下の人
定員・入校検定料／各２０人、2,200 円
問合せ／沼津技術専門校　☎０５５(９２５)１０７１

❖平成２４年度手話奉仕員養成講座
（入門課程）受講生募集!!

❖第4回修善寺手づくり市
in修禅寺　出展者募集

❖第28回ひまわり号参加者・
ボランティア募集（8月31日締切）

❖健康ヨガ教室開催
運動に自信がない人でも大丈夫！！

❖サイクルスポーツセンター
『流水プール』市民特別割引

❖平成２５年度
県立技術専門校生徒募集！

期間／9月3日（月）～平成25年１月２８日（月）
毎週月曜日※祝日は次の火曜日に変更します。
とき・ところ／ 10 時～ 12時　生きいきプラザ
内容／手話奉仕員の養成
（実技４０時間、講義５時間）
対象者／手話の学習経験がない人など
主催／伊豆市、伊豆市社会福祉協議会
申込期限／８月２４日（金）
問合せ／伊豆市社会福祉協議会☎（83）3013

　ひまわり号は、障がいのある人たちの「列車に
乗ってみたい」という願いと「障がい者の人たち
と1日列車の旅を」という思いのボランティアが
一緒に作り上げる友情列車です。
とき／9月16日（日）7時15分修善寺駅集合予定
行き先／しながわ水族館の旅
参加費／大人4,500円、18歳以下2,000円（小学
生1,000円）※お弁当、入場料込み
申込み・問合せ／伊豆市社会福祉協議会
☎（83）3013

　伊豆のふるさとの味、『たけのこ母さん夏の贈り
物』を７月６日(金)に全国に向けて発送しました。お
かげさまで、２５７個と多くのご注文をいただくこと
ができました。
　冬の贈り物については、
１１月ごろ注文を受け付け
る予定です。今後ともよろ
しくお願いいたします。

問合せ／竹の子かあさんの店☎（85）1140

とき／8月17日（金）16時～20時
ところ／韮山文化センター韮山時代劇場ひだま
り広場　※雨天時は大ホール　
内容／ステージイベント、頼朝歴史レクチャー、
よりとも政子顔出しカップルコンテスト、屋台出
店とさまざまなイベントが開催されます。
問合せ／伊豆の国市観光協会
☎055（948）0304

【伊豆の国市】
❖源頼朝挙兵祭

とき／毎週金曜日　10時～10時45分
※変更になる場合があります。
ところ／小川区公民館　和室
参加費・定員／1回500円、10人
申込方法／前日までに直接プール受付もしくは
電話にてお申し込みください。
持ち物／ヨガマットかバスタオル、飲み物、汗拭きタオル
服装／動きやすい格好（ジャージなど）
申込み・問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

　夏休みの自由研究に、手話を学んでみません
か？1日だけの参加でも可能です。
とき／8月20日（月）・21日（火）、10時～12時
ところ／生きいきプラザ
定員／20人（小・中学生とその親）
※子どもだけで参加する場合は、会場までの送
　迎を家庭で責任を持ってお願いします。
申込期間／８月１５日（水）
申込み・問合せ／伊豆市社会福祉協議会
☎（83）3013

❖日ごろの感謝を込めて
土肥金山市民感謝デー
　土肥サマーフェスティバルの開催期間中、市
民の皆さんを無料でご招待します。ご家族おそ
ろいでご来場ください。
招待日／ 8月18日（土）～ 21日（火）
受付時間／ 9時～ 16時 30分
その他／○5人まで無料招待します。
○入場受付に免許証、保険証、学生証などの市
　民を証明するものを提示してください。
○小学生以下は、保護者同伴でお願いします。
問合せ／土肥金山☎（98）0800

とき／８月４日（土）15時～20時30分
※予備日８月５日（日）
ところ／函南町肥田簡易グラウンド
内容／函南町名物猫おどり！ダンスコンテスト　
『猫じゃ２コンテスト』、誰でも猫メイク（無料）わ
くわく屋台村、花火大会
その他／駐車場がありませんので、無料シャト
ルバス（JR函南駅、函南町役場、伊豆箱根鉄道
伊豆仁田駅発着）をご利用ください。
問合せ／かんなみ猫おどり実行委員会事務局
函南町観光協会内☎055（978）9191

【函南町】
❖in狩野川かんなみ猫おどり

とき／８月15日（水）～17日（金）
ところ／三嶋大社～広小路
内容／
○1５日（山車シャギリ大会、大文字焼きなど）
○１６日（頼朝公旗挙げ行列、農兵節パレード、
　手筒花火など）
○１７日（流鏑馬、みしまサンバパレード・踊り大
　会など）
問合せ／三島夏まつり実行委員会
☎055（971）5000

【三島市】
❖三島夏まつり
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